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大 阿 蘇 火 の 山 ま つ り

「ワッショイ！」
元気な掛け声で子ども樽みこしパレード
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２年ぶりの夏まつり

阿蘇の夜空に咲く
笑顔と大花火

「ワッショイ！」の掛け声で、31 基の子ども樽みこしがオープニングを
飾った。今回、一の宮地区から初めて古城４区子ども会が参加。（火の山）

開会式でのバルーンリリース。カラフルな風船が空を舞った。（火の山）

小・中学生による子ども神楽で、「八雲払い」を披露。
龍を仕留めると大きな歓声が沸いた。( 波野）

商工会青年部によるヤマメつかみ取り大会。小雨が降る中、夢
中でヤマメを追う子どもの姿に、周りから声援が飛んだ。（波野）

豪雨災害の影響で 2 年ぶりの開催と
なった阿蘇の夏祭り。8月 15日はなみ
の高原納涼まつり、8月 19 日・20 日
には大阿蘇火の山まつりがそれぞれ行
われ、久しぶりの祭りに会場は笑顔で
溢れた。

プレイベントとして開催された熊本県太鼓連盟
による災害チャリティ響宴会。県内各地から太
鼓の名手が集い演奏を披露した。（火の山）

39 団体が参加した総踊りでは、総勢約 1,500 人がやぐらを囲み踊りを披露。
参加者や観客が一緒になって夏のひとときを楽しんだ。（火の山）
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阿
蘇
の夏

ま
つ
り小倉虎舞保存会による虎舞公演。三段継ぎなどが披露

されると、観客席から拍手と歓声が沸いた。（火の山）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
ハ
ー
ト
形
の

風
船
が
夜
空
を
舞
い
、
祭
り
の
最
後

を
締
め
く
く
っ
た
。（
火
の
山
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
子
ど
も
太
鼓
」（
波
野
）

2013 発の花火が阿蘇の夜空を彩った。（火の山）



阿蘇市のニュースをお届けする フラッシュニュース
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阿
蘇
市
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
検
討
委
員

会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
民
間
活
力

導
入
に
よ
る
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
と
な
っ

た
「
阿
蘇
い
こ
い
の
村
」
に
つ
い
て
、
広
報

誌
な
ど
で
経
営
移
譲
先
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
阿
蘇
市
内
で
観
光
施
設
（
宿
泊
施
設
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
）
を
営
む
３
つ
の
法
人
か

ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
選
定
の
結
果
、
現
在
、
は
な
阿
蘇
美

の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
㈱
ア
グ
リ
ス

ク
ェ
ア
に
経
営
移
譲
先
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
か
ら
新
し
い
法
人
に
よ
る
運
営

が
始
ま
る
予
定
で
す
。

※�

本
件
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
課（
☎
２
２
‐
３
１
７
４
）ま
で
。

【経営移譲先法人】
（法人名）株式会社　阿蘇アグリスクェア
（所在地）阿蘇市小里 781民間事業者に経営移譲すること

になった「阿蘇いこいの村」

「
阿
蘇
い
こ
い
の
村
」
の
経
営
移
譲
先
が
決
定

㈱
阿
蘇
ア
グ
リ
ス
ク
ェ
ア
が
10
月
１
日
か
ら
運
営
予
定

阿蘇の地下水を守るために。地下水保全審議会を設置
委員 11人に委嘱状交付

市
の
地
下
水
保
全
と
水
資
源
の
有
効
活
用
を

目
的
に
、
こ
と
し
４
月
に
施
行
さ
れ
た
地

下
水
保
全
条
例
に
基
づ
き
、『
阿
蘇
市
地
下
水
保

全
審
議
会
』
を
設
置
し
７
月
23
日
、
委
員
11
人
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
審
議
会
は
、
学
識
経
験
者
、
市
議
会
議
長
、

市
民
代
表
者
、
関
係
事
業
者
団
体
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
任
期
中
は
地
下
水
採
取
の
許
可
が
必
要
な

案
件
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

　
市
役
所
で
行
わ
れ
た
辞
令
交
付
式
で
、
副
会
長

を
務
め
る
東
海
大
学
の
椛
田
教
授
は
、「
熊
本
市

内(

下
流
域)

の
地
下
水
は
阿
蘇
の
水
で
賄
わ
れ

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
市
民
の
認

知
度
が
低
い
の
で
、
広
く
周
知
し
て
行
政
を
中
心

に
各
団
体
と
連
携
し
て
水
保
全
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
大
事
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

審
議
会
の
よ
う
す
。

委
員
の
任
期
は
２
年
。

地下水の採取には
許可・届出が必要です

　平成２５年４月１日から揚水機を設置し
地下水を汲み上げて利用する場合は、市長
への届出又は許可が必要です。地下水の採
取を予定している人は、住環境課（☎２２
- ３１６９）までご相談ください。
●届出が必要となる井戸
　�揚水機の吐出口断面積が６㎠超 19㎠未
満（直径約２．８㎝超５㎝未満）のもの
●許可が必要となる井戸
　�揚水機の吐出口断面積が 19㎠（直径約
５㎝）を超えるもの
■注意事項
　�上記に関わらず、次に該当する井戸は届
出や許可の必要はありません。
　①農業のかんがいの用に使用する井戸
　②�個人又は集落で飲用及び生活雑用水に

使用する井戸
※�平成 25年３月 31日時点で、届出や許
可が必要な井戸を利用されている事業者
については、届出をしていただく必要が
ありますので、速やかに届出書の提出を
お願いします。
　（届出期間：９月末日まで）



ＦＬＡＳＨ　  ＥＷＳN

5 広報 あそ
2013.09

豊肥線が１年１か月ぶりに全線復旧
JR 宮地駅で歓迎セレモニー

豪
雨
災
害
の
影
響
で
、
不

通
と
な
っ
て
い
た
豊

肥
線
の
宮
地-

豊
後
竹
田
間

（
34
．
６
㌔
）
の
復
旧
工
事
が

完
了
し
８
月
４
日
、
約
１
年
１

か
月
ぶ
り
に
運
行
を
再
開
し
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
宮
地
駅
で
は
始
発
列
車

の
出
発
式
や
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
地
元
市
民
や
観
光

関
係
者
な
ど
が
参
加
し
、
運
行

再
開
を
祝
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
宮
地
駅
に
は
、
地
元
の

子
ど
も
た
ち
な
ど
が
復
興
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
し
た
黄
色
い

て
る
て
る
坊
主
３
千
個
が
ズ
ラ

リ
と
並
び
、
歓
迎
ム
ー
ド
に
花

を
添
え
ま
し
た
。

　
午
前
７
時
３
分
の
豊
後
竹
田

行
き
始
発
列
車
に
合
わ
せ
、
一

日
駅
長
と
な
っ
た
今
村
薫
君

（
宮
地
小
６
年
）
た
ち
が
「
出

発
！
」
と
号
令
を
か
け
る
と
、

多
く
の
乗
客
を
乗
せ
た
列
車
が

発
進
。
出
発
式
に
参
加
し
た
人

は
手
を
振
っ
て
見
送
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
宮
地
駅
が
あ
る
地
元
商

店
街
有
志
で
つ
く
る
、
古
神
繁

栄
会
春
山
幸
一
会
長
は
「
一
日

も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
た
。

こ
れ
を
機
に
少
し
で
も
多
く
の

人
に
来
て
い
た
だ
き
、
街
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
期
待

を
込
め
ま
し
た
。

宮地駅構内に災害復旧資料館開設

　ＪＲ九州は、九州北部豪雨災害の被害状況や復
旧工事内容を展示し、豊肥本線の重要性を認識し
てもらおうと、宮地駅構内に災害復旧資料館を開
設しています。
　資料館内には、被災状況などの写真パネルをは
じめ、トンネルから流出したレールのモニュメン
トなどが展示されています。入場は無料です。ぜ
ひご覧ください。

１�始発列車の出発式で号令をかける一
日駅長（左から住吉義孝駅長、今村
薫君、糸永茜さん、村上夏奈瀬さん）

２�大分方面に向かう列車に、駅構内か
ら手を振り見送る参加者。列車内は、
利用客や鉄道ファンで埋まった。て
るてる坊主には「頑張ろう阿蘇」「元
気になりますように」などのメッ
セージが並んだ。

１

２

３�熊本方面からの九州横断特急 1号の到着
を、まどか学童クラブが和太鼓演奏で歓迎。
４地域婦人会の皆さんなど黄色いＴシャツ
を着て出迎えた。

３

４
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住
民
総
出
で
盛
り
上
げ
る
　
西
湯
浦
八
幡
宮
大
祭

　
西
湯
浦
地
区
の
大
祭
「
西
湯
浦
八

幡
宮
大
祭
（
七
夕
祭
）」
が
８
月
７

日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
か
ら
、
厳
粛
な
中
で
神
事
が

始
ま
り
、
田
植
え
唄
に
合
わ
せ
て
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
や
住
民
に
よ
る

神
幸
行
列
が
練
り
歩
き
、
神
輿
が
神

殿
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
、災
害
に
よ
り
中
止
に
な
り
、

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
夜
の
余

興
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
恒
例
の
ジ
ュ
ー

ス
早
飲
み
、
ト
マ
ト
早
食
い
競
争
の

ほ
か
、
夜
遅
く
ま
で
練
習
を
積
み
重

ね
て
き
た
と
い
う
母
子
の
創
作
ダ
ン

ス
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
手
拍
子
や

声
援
が
飛
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
有
志
で
つ
く
る
「
な

べ
づ
る
劇
団
（
園
田
浩
文
代
表
）」

に
よ
る
肥
後
に
わ
か
で
は
、
水
戸
黄

門
の
物
語
に
阿
蘇
の
方
言
や
地
域
の

話
題
を
織
り
交
ぜ
、
会
場
は
笑
い
で

包
ま
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
地
元
住
民

か
ら
は
「
お
祭
り
を
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
」
と
２
年
ぶ
り
の
お
祭

り
を
満
喫
し
た
よ
う
す
で
し
た
。

快挙！阿蘇中央高校馬術部が全国大会で３１年ぶりの優勝！

　
第
47
回
全
日
本
高
等
学
校
馬

術
競
技
大
会
が
７
月
24
日
か
ら

２
日
間
、
静
岡
県
で
行
わ
れ
、

九
州
代
表
と
し
て
団
体
戦
に
出

場
し
た
阿
蘇
中
央
高
校
馬
術
部

が
見
事
優
勝
し
、
31
年
ぶ
り
２

度
目
の
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。

　
貸
与
馬
に
よ
る
減
点
法
で
行

わ
れ
た
本
大
会
に
は
、
全
国
か

ら
36
校
が
出
場
。
３
校
で
争
わ

れ
た
１
回
戦
を
圧
勝
し
た
同
校

は
、
僅
差
で
決
勝
ま
で
勝
ち
上

が
り
岐
阜
農
林
高
と
の
決
勝
戦

で
12
‐
21
の
ス
コ
ア
で
接
戦
を

制
し
ま
し
た
。

　
唯
一
の
３
年
生
で
キ
ャ
プ
テ

ン
の
中
島
崇
臣
さ
ん
は
「
大
会

の
雰
囲
気
に
飲
み
込
ま
れ
な
い

よ
う
試
合
に
臨
ん
だ
。
自
分
た

ち
の
い
つ
も
ど
お
り
の
戦
い
が

で
き
て
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し

た
。

　

今
回
出
場
し
た
選
手
の
う

ち
、
池
田
駿
一
郎
さ
ん
と
田
代

ま
り
さ
ん
は
、
地
域
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
馬
術
競
技
を

経
験
し
同
校
馬
術
部
に
入
部
。

園
田
淳
二
監
督
は
「
ぜ
ひ
小
中

学
生
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
馬
術
）
に
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
競
技
人
口
が
減
る
馬

術
競
技
の
盛
り
上
が
り
に
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

優
勝
報
告
に
市
役
所
を
訪
れ

た
阿
蘇
中
央
高
校
の
生
徒
と

顧
問
の
皆
さ
ん

１�

２

１�　母子創作ダンスのようす
２�　肥後にわかで白熱した演技を披露
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世界ジオパーク
加盟認定に弾みを！

～ラッピングバス運行開始～
　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
は
、
阿
蘇
地

域
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
加
盟
認
定
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
市
内
を
走
る
路
線
バ

ス
２
台
に
、
阿
蘇
地
域
に
生
息
す
る
植
物
の
写

真
や
風
景
写
真
で
覆
っ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
を

整
備
。
８
月
12
日
か
ら
運
行
が
始
ま
り
、
Ｊ
Ｒ

阿
蘇
駅
前
で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
阿
蘇
に
暮
ら
す
人
々
に
地
域
の
自
然
を
守
る

意
識
を
感
じ
て
も
ら
い
、
観
光
客
に
ジ
オ
パ
ー

ク
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
、
青
と
緑
を
基
調

に
１
台
に
は
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
や
ヒ
バ
リ
な
ど

の
希
少
生
物
写
真
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
。
も
う
１
台

に
は
、
あ
か
牛
や
草
原
の
風
景
写
真
が
ラ
ッ
ピ

ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
バ
ス
は
、
阿
蘇
市
管
内
を
中
心
に
を
毎

日
運
行
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

草原風景などがラッピングされた
阿蘇市環状線の路線バス

長年にわたり献血活動に尽力
東京応化工業に厚生労働大臣感謝状

　
第
49
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
が
７
月
、
福

岡
市
で
行
わ
れ
、
長
年
献
血
に
取
り
組
ん
で
き
た

東
京
応
化
工
業
㈱
阿
蘇
工
場
に
、
厚
生
労
働
大
臣

感
謝
状
が
贈
呈
。
８
月
７
日
に
同
社
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
昭
和
63
年
以
来
、
25
年
間
に
わ
た
り

年
２
回
の
献
血
活
動
、
社
員
に
対
し
積
極
的
に
献

血
を
呼
び
か
け
る
な
ど
工
場
を
挙
げ
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
斉
藤
弘
義
工
場
長
は
「
社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
積
み
重
ね
が
評
価
さ
れ
た
。

今
後
も
引
き
続
き
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

広
告

感
謝
状
を
受
け
取
る
斉
藤
工
場
長

ジオパークNEWS
　８月１６日、１７日にかけて世界ジオパー
ク認定前の現地審査が行われました。
　昨年は案内板の整備や案内人の充実などが
指摘されたことを受け、今回、改善を行いジ
オガイドが同行して現地審査に臨みました。
　審査後の講評では、昨年からの取り組みを
評価される一方で、市町村間の連携など課題
も指摘されました。９月には世界加盟認定に
向けた推薦候補の発表が行われる予定です。
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熊
本
県
と
県
消
防
協
会
が
主
催
す

る
第
３
回
熊
本
県
女
性
消
防
操
法
大

会
が
８
月
４
日
、菊
池
市
で
行
わ
れ
、

阿
蘇
市
消
防
団
女
性
消
防
隊
が
初
め

て
出
場
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
５
人
１
組
で
行
わ
れ
、
軽

可
搬
ポ
ン
プ
を
用
い
て
60
㍍
先
の
２

つ
の
標
的
を
落
と
す
ま
で
の
動
作
の

機
敏
性
や
時
間
を
競
う
も
の
で
、
県

内
の
自
治
体
か
ら
15
チ
ー
ム
が
参
加
。

　
今
村
加
奈
子
隊
長
率
い
る
市
女
性

消
防
隊
は
、
激
し
い
雨
の
な
か
で
の

競
技
で
、
約
３
か
月
に
及
ぶ
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く

も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２

番
員
の
坂
梨
須
香
さ
ん
は
優
秀
選
手

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
村
隊
長
は
「
悔
し
さ
は
残
る
が

や
り
遂
げ
た
と
い
う
気
持
ち
。
週
３

回
の
練
習
時
に
は
消
防
署
員
や
消
防

団
の
方
々
の
協
力
に
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
仕
事
と
家
事
を
両
立
し

な
が
ら
練
習
に
励
ん
で
き
た
選
手
た

ち
を
労
い
、
満
足
し
た
表
情
で
語
り

ま
し
た
。

　
女
性
消
防
隊
は
現
在
７
人
。
同
隊

の
皆
さ
ん
は
「
一
人
で
も
多
く
入
団

し
て
ほ
し
い
」
と
新
規
入
団
員
を
待

ち
望
ん
で
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
総
務

課
☎
２
２
‐
３
１
１
１
）

女性消防隊、雨の中奮闘！
第３回熊本県女性消防操法大会

標
的
目
が
け
放
水
す
る
よ
う
す
。
激
し
い
雨

の
中
で
の
競
技
と
な
っ
た
。

左から隊長：今村加奈子、１番員：
山本千登美、２番員：坂梨須香、３
番員：春山千恵、４番員：岩下富美代、
補助員：坂梨真理　　（敬称略）

指
導
力
の
向
上
を
目
指
し
て

阿
蘇
市
教
育
研
究
会
全
体
研
修
会

　
市
内
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上

を
図
ろ
う
と
７
月
31
日
、
阿
蘇
青

少
年
交
流
の
家
で
阿
蘇
市
教
育
研

究
会
全
体

研
修
会
が

行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、

市
教
育
研

究
会
が
毎

年
開
催
す

る
も
の
で
、

今
回
で
８

回
目
。
市

内
小・中
学
校
教
職
員
を
は
じ
め
、

幼
稚
園
長
や
保
育
園
長
、
阿
蘇
中

央
高
校
教
職
員
な
ど
約
２
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
阿
蘇
市
学
芸
員

の
宮
本
利
邦
氏
が
「
阿
蘇
の
歴
史

的
特
色
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
阿

蘇
の
成
り
立
ち
や
神
話
、
遺
跡
な

ど
阿
蘇
の
歴
史
に
つ
い
て
講
話
。

ま
た
、
岡
山
大
学
准
教
授
の
髙
旗

浩
志
氏
に
よ
る
授
業
の
改
善
に
関

す
る
講
演
が
あ
り
、
参
加
者
は
真

剣
な
面
持
ち
で
研
修
に
臨
ん
で
い

ま
し
た
。

テコンドー全国大会で銅メダル
田北歩夢君（宮地小５年）

　
第
６
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大

会
が
７
月
28
日
、
長
野
県

で
行
わ
れ
、
小
学
５
年
生

の
部
で
田
北
歩
夢
君
（
宮

地
小
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
田
北
君
は
３
回

戦
を
勝
ち
抜
き
、
準
決
勝

で
優
勝
者
に
惜
し
く
も
敗

れ
た
も
の
の
、
堂
々
の
第

３
位
に
入
り
銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
ま
し
た
。



豊
作
の
願
い
を
込
め
て

霜
神
社
で
「
火
焚
き
神
事
」

　

霜
に
よ
る
被
害
か
ら
農

作
物
を
守
る
た
め
の
神
事

「
火
焚
き
神
事
」
が
８
月
19

日
、
霜
神
社
で
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
神
事
は
、
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
阿

蘇
の
農
耕
祭
事
」
の
一
つ
で

２
５
０
０
年
を
超
え
る
歴
史

を
持
つ
伝
統
あ
る
神
事
で
す
。

　
火
焚
き
始
め
の
神
事
「
乙

女
入
り
神
事
」
で
は
、
こ
と

し
の
火
焚
き
乙
女
を
務
め
る

山
部
慈い

つ
みさ
ん（
阿
蘇
小
３
年
）

と
介
添
え
の
山
部
英
子
さ
ん

が
、
火
焚
き
小
屋
で
神
職
か

ら
火
種
を
受
け
取
り
、
火
を

灯
し
ま
し
た
。
こ
の
火
焚
き

は
10
月
16
日
ま
で
の
59
日
間

に
わ
た
り
焚
き
続
け
ら
れ
ま

す
。

　
慈
さ
ん
は
「
初
め
て
の
こ

と
で
緊
張
し
て
い
ま
す
」。

介
添
え
を
務
め
る
英
子
さ
ん

は
、「
昨
年
は
災
害
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ま
ち
全
体
が
栄

え
て
良
い
年
に
な
る
よ
う
神

様
に
お
祈
り
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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火焚き小屋で、火を見守る慈さん
（左）と英子さん

　
熊
本
工
業
高
校
イ
ン
テ

リ
ア
科
の
生
徒
７
人
が
、

避
難
所
で
使
用
す
る
木
製

の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
仕

切
り
）
を
製
作
、
８
月
６

日
、
仮
設
住
宅
の
住
民
を

招
い
て
一
の
宮
体
育
館
で

贈
呈
式
と
組
み
立
て
の
実

演
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
学
業
の

学業の特性を生かした避難所支援
熊工インテリア科が木製仕切り寄贈

特
性
を
生
か
し
て
役
に

立
ち
た
い
と
、
仮
設
住

宅
で
生
活
す
る
住
民
に

対
し
、「
避
難
所
で
の

生
活
で
ど
の
よ
う
な
家

具
が
必
要
だ
っ
た
か
」

な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
。
回
収
し
た
結

果
を
も
と
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
と
し
て
活
用

で
き
る
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
16
台
を
約
３
か
月
か

け
て
製
作
し
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
①
仕
切
り
②
ベ

ッ
ド
③
収
納
④
イ
ス
の

４
役
を
自
由
に
組
み
合

わ
せ
て
結
合
で
き
る
も

の
で
、
工
具
を
使
わ
ず

に
組
み
立
て
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
子
ど
も
が

遊
ぶ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

も
想
定
さ
れ
て
お
り
、

仕
切
り
板
に
は
阿
蘇
の

神
話
に
ま
つ
わ
る
物
語

と
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　
同
校
の
田
中
敬
三
教

諭
は
「
企
業
や
自
治
体

に
参
考
に
し
て
も
ら

い
、
実
用
化
で
き
れ
ば

嬉
し
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
実
演
を
見
学
し
た
市

民
は
「
ア
イ
デ
ア
が
満

載
で
素
晴
ら
し
い
」
と

生
徒
を
労
っ
て
い
ま
し

た
。
阿
蘇
の
神
話
が
描

か
れ
た
仕
切
り
版
は
、

一
の
宮
体
育
館
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

熊工の岩下優也さんが
甲子園に出場！

（一の宮中出身）

　
第
95
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

が
、
８
月
８
日
か
ら
兵
庫
県
の
阪
神
甲

子
園
球
場
で
行
わ
れ
、
熊
本
県
代
表
と

し
て
熊
本
工
業
高
校
が
出
場
。

　

一
の
宮
中
出
身
の
岩
下
優
也
さ
ん

（
３
年
）
は
、
１
回
戦
鳥
取
城
北
高
校

戦
に
途
中
出
場
し
、
勝
利
に
貢
献
。
２

試
合
目
は
代
打
で
出
場
し
、
善
戦
し
ま

し
た
が
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

住民に組み立て方法などを説明する生徒



10広報 あそ
2013.09

まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

夏休みにしっかり勉強！　阿蘇中央高校で「阿蘇谷寺子屋」
　
阿
蘇
中
央
高
校
で
８
月

８
日
、
熊
本
大
学
生
と
阿

蘇
市
内
の
小
・
中
・
高
校

生
を
交
え
た
「
阿
蘇
谷
寺

子
屋
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
学
生
間
の
交

流
を
通
し
て
勉
学
意
欲
や

学
習
意
識
の
向
上
を
図
ろ

う
と
、
熊
本
大
学
が
主
催

す
る
す
る
も
の
で
、
熊
本

大
学
理
学
部
の
学
生
４
人

を
含
む
約
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
中
・
高
校

生
を
対
象
に
夏
休
み
の
課

題
な
ど
に
取
り
組
み
、
大

学
生
が
学
習
の
補
助
を
行

い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
風
船
や

造
花
を
液
体
窒
素
に
付
け

る
実
験
や
、
割
れ
に
く
い

シ
ャ
ボ
ン
玉
を
使
っ
た
実

験
を
行
い
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
普
段
授
業

で
は
習
う
こ
と
が
で
き
な

い
実
験
な
ど
、
楽
し
み
な

が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
分
か
り
や
す
く
勉
強
を

教
え
て
も
ら
っ
た
」「
風

船
の
実
験
が
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

家庭用洗剤と洗濯のりを混ぜ合わせ、割れな
い風船を作る実験に取り組む子どもたち

子
ど
も
目
線
で
「
市
政
に
問
う
！
」

阿
蘇
市
の
未
来
を
描
く
、
阿
蘇
市
子
ど
も
議
会

　
子
ど
も
目
線
で
の
率
直
な

意
見
を
市
政
に
生
か
そ
う
と

８
月
12
日
、
阿
蘇
市
子
ど
も

議
会
が
行
わ
れ
、
市
内
の
３

中
学
校
か
ら
17
人
が
議
員
と

な
り
議
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
阿
蘇
市
青
少
年

健
全
育
成
市
民
会
議
（
阿
部

武
夫
会
長
）
主
催
に
よ
る
初

め
て
の
試
み
で
す
。

　
一
般
質
問
形
式
で
行
わ
れ

た
議
会
で
は
、
防
災
対
策
や

い
じ
め
問
題
、
観
光
振
興
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
質
問
が
な

さ
れ
、
市
執
行
部
に
答
弁
を

求
め
ま
し
た
。

　
波
野
中
３
年
の
山
口
優
花

さ
ん
は
波
野
地
域
の
少
子
高

齢
化
に
言
及
し
「
神
楽
や
美

し
い
草
原
の
維
持
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
心
配
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
の
た
め
に

住
宅
地
を
造
成
し
て
ほ
し

い
」
と
質
問
。
そ
れ
に
対

し
、
市
か
ら
「
地
域
外
か
ら

の
移
住
の
た
め
に
は
、
働
く

場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
。
阿
蘇
の
立
地
条
件
を
活

か
し
た
企
業
誘
致
、
雇
用
需

要
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
阿
蘇
市
議
会
の

阿
南
誠
蔵
議
長
が
「
そ
れ
ぞ

れ
の
中
学
校
の
目
線
で
我
々

社
会
人
が
ド
キ
ッ
と
す
る
よ

う
な
質
問
が
あ
り
、
本
当
に

立
派
な
議
会
だ
っ
た
。
議
会

広
報
な
ど
を
見
て
い
た
だ
き

更
に
阿
蘇
市
の
実
態
を
知
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
講
評
を

述
べ
ま
し
た
。

「はい、議長」と手を挙げて一般質問に臨む市原朱沙さん（波野中）

パネルを使用し、通学路の安全確
保について質問する白石日香里さ
ん（左）と梅木麻衣さん（一の宮中）



　
大
阿
蘇
火
の
山
ま
つ
り
に
合
わ

せ
、
各
所
で
ス
ポ
ー
ツ
競
技
が
行

わ
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
８
月
21
日
は
、
旧
役
犬
原
小
学

校
で
火
の
山
旗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
、
大
分
県
や
宮
崎

県
、
熊
本
市
な
ど
か
ら
50
チ
ー
ム

約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

阿
蘇
市
内
か
ら
も
24
チ
ー
ム

１
２
０
人
が
参
加
。炎
天
下
の
中
、

選
手
と
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
な

が
ら
競
技
に
臨
み
ま
し
た
。
事
務

局
の
高
島
惟
次
さ
ん
は
「
遠
方
か

ら
来
る
人
は
、
阿
蘇
の
こ
と
を
知

ら
な
い
人
も
多
い
。
大
会
を
通
じ

て
阿
蘇
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
大
会
に
か
け
る
熱
い
思
い

を
語
り
ま
し
た
。
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ゲートをめがけてボールを打つ参加者

世界大会で金メダル 
岩本幸奈さん
市長に優勝を報告����

　
「
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

ズ
２
０
１
３
カ
リ
大
会

（
第
９
回
大
会
）」
相
撲

競
技
軽
量
級
で
優
勝
し

た
岩
本
幸
奈
さ
ん
（
日

本
大
学
、
阿
蘇
北
中
出

身
）
が
８
月
19
日
、
阿

蘇
市
役
所
を
訪
れ
佐
藤

市
長
に
試
合
結
果
を
報

告
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
「
第
２
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
も

い
わ
れ
、
国
際
的
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る

総
合
競
技
大
会
で
４
年

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
日
本
代
表
内
海

知
秀
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
指
導
者
講
習
会
が
８

月
９
日
、
市
内
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
阿
蘇
郡
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
藤

林
満
也
理
事
長
）
が
阿
蘇
火
の
山
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
高
校
錬
成
大
会
（
８
月
９
日
～
11

日
）
に
合
わ
せ
企
画
。
同
大
会
出
場
の
九
州

各
県
の
チ
ー
ム
や
地
元
小
中
学
校
の
監
督
、

指
導
者
ら
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
内
海
氏
は
、
ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ー
の
前
身

で
あ
る
日
本
鉱
業
で
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
活

躍
し
た
あ
と
、
札
幌
大
、
Ｊ
Ｘ(

旧
Ｊ
Ｏ
Ｍ

Ｏ)

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を

歴
任
。
現
在
２
度
目
の
女
子
日
本
代
表
ヘ
ッ

ド
コ
ー
チ
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
心
構
え
、

指
導
者
の
役
割

な
ど
こ
れ
ま
で

の
指
導
経
験
を

も
と
に
講
話
。

参
加
者
か
ら
の

質
問
に
ビ
デ
オ

で
実
例
を
交
え

な
が
ら
、
現
在
、

全
日
本
で
取
り

入
れ
て
い
る
技

術
を
熱
心
に
指

導
し
ま
し
た
。

に
一
度
開
催
。
今
大
会

の
相
撲
競
技
は
７
月
26

日
か
ら
２
日
間
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
共
和
国
・
カ
リ

市
で
開
催
さ
れ
、
軽
量

級
に
は
世
界
12
ヶ
国
の

代
表
選
手
16
人
が
出
場

し
熱
戦
を
展
開
。

　
岩
本
さ
ん
は
、
決
勝

戦
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
モ
ン

ゴ
メ
リ 

ワ
タ
ナ
ベ 

ル

シ
ア
ナ
選
手
と
対
決

し
、
切
り
返
し
で
見
事

優
勝
、
金
メ
ダ
ル
を
手

に
し
ま
し
た
。

　
岩
本
さ
ん
は
「
海
外

の
選
手
と
は
体
格
差
が

あ
っ
て
厳
し
か
っ
た
。

特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
が

手
強
か
っ
た
が
、
３
年

ぶ
り
の
世
界
大
会
で
優

勝
で
き
て
う
れ
し
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岩
本
さ
ん
は

10
月
に
ロ
シ
ア
で
開
催

さ
れ
る
「
コ
ン
バ
ッ
ト

ゲ
ー
ム
」
に
も
出
場
が

決
定
し
て
お
り
、
大
会

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

スポーツ大会、各所で熱戦

バ
ス
ケ
女
子
日
本
代
表

内
海
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
が
講
習
会

佐藤市長と握手を交わす岩本さん（左）
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ASO 田園空間博物館通信 No.52

田空わがまち自慢
ＡＳＯ田園空間博物館では地域とタイアップした散
策イベントを随時開催しています。
地域活動を活発に行っている団体の取り組みを紹介
する「田空わがまち自慢」。第４回目は、「田子山絆
の森委員会」歴代会長３人にお話しを伺いました。

田
子
山
を
み
ん
な
が

楽
し
め
る
場
所
に

は
放
牧
地
と
し
て
利
用

さ
れ
、
地
域
の
人
た
ち

に
親
し
ま
れ
て
き
た
田
子
山
。

し
か
し
、
近
年
、
牧
畜
の
数
が

減
少
し
、
田
子
山
の
野
焼
き
も

い
つ
の
頃
か
ら
か
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、
昔
の
牛
道
も
荒
れ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
田
子
山
の
再
開
発
に

取
り
組
み
始
め
た
の
は
平
成
元

年
。
国
の
「
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
」
を
き
っ
か
け
に
は
じ
ま
り

ま
す
。
内
牧
２
区
～
５
区
、
小

里
区
、
折
戸
区
、
宇
土
区
の
７

地
区
が
協
力
す
る
形
で
立
ち
上

が
り
、
各
区
の
区
長
が
そ
の
中

心
メ
ン
バ
ー
を
担
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
２
年
に
同
メ

ン
バ
ー
で
「
田
子
山
公
園
開
発

推
進
委
員
会
」
を
発
足
し
、
平

成
５
年
に
「
田
子
山
開
発
委
員

会
」
に
名
称
変
更
、
さ
ら
に
平

成
19
年
に
現
在
の
「
田
子
山
絆

の
森
委
員
会
」
に
名
前
を
改
め

ま
し
た
。

　
現
在
の
絆
の
森
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
は
11
名
。
立
ち
上
げ
に

携
わ
っ
た
７
地
区
の
区
長
と
区

長
経
験
者
の
有
志
が
加
入
し
て

い
ま
す
。

　
か
つ
て
放
牧
の
際
に
見
た
頂

第 4 回

上
か
ら
の
絶
景
に
、
神
話
や
伝

説
の
残
る
13
神
仏
。
そ
し
て
、

草
原
だ
っ
た
頃
の
あ
の
の
ど
か

な
雰
囲
気
、
そ
ん
な
牧
歌
的
で

ど
こ
か
神
秘
的
な
田
子
山
を
も

う
一
度
整
備
し
て
み
ん
な
が
楽

し
め
る
山
に
し
よ
う
と
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

田
子
山
の
魅
力

上
か
ら
眺
め
る
景
色
と

13
の
神
仏
の
存
在
。
そ

れ
が
田
子
山
の
大
き
な
魅
力
で

す
。

　
徒
歩
１
時
間
程
度
で
登
れ
る

頂
上
か
ら
は
阿
蘇
五
岳
や
大
観

峰
、
内
牧
温
泉
街
が
見
渡
せ
ま

す
。
春
に
は
サ
ク
ラ
、
秋
に
は

紅
葉
や
山
栗
拾
い
、
ア
ケ
ビ
採

り
も
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、
頂
上
に
は
駐
車
場
も

あ
る
の
で
、
車
を
利
用
し
て
簡

単
に
山
上
ま
で
行
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
や
は
り
自

分
の
足
で
13
の
神
仏
を
一
つ
一

つ
発
見
し
て
も
ら
い
な
が
ら
登

山
を
楽
し
む
こ
と
が
お
勧
め
で

す
。

　
な
ぜ
田
子
山
に
多
く
の
神
仏

が
祀
ら
れ
て
い
る
の
か
は
よ
く

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ど
れ

も
古
く
か
ら
地
域
住
民
の
厚
い

信
仰
を
受
け
て
い
る
も
の
で

す
。

　
こ
の
よ
う
に
阿
蘇
の
伝
説
の

一
片
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
、
絶
景
も
楽
し
め
る
田
子
山

は
と
て
も
魅
力
的
な
場
所
だ
と

思
い
ま
す
。

田子山絆の森委員会メンバーと散策参加者の皆さん

１

２
1案内の様子。資料をたくさん集め、田子山のこと調べています。
2頂上からの景色は最高！

昔

頂
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田空では、楽しいイベントを開催中です！詳しくはwebで！ http://www.aso-denku.jp/
《問い合わせ》ＡＳＯ田園空間博物館総合案内所　☎３５‐５０７７

年
間
を
通
じ
て
田
子

山
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
に

間
を
通
じ
て
絆
の
森
委

員
会
で
は
田
子
山
の
維

持
管
理
や
案
内
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
草
刈
り
は
や
っ
か
い

で
、
少
な
く
と
も
年
３
回
は
作

業
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
今
年
は
よ
り
景

観
を
よ
く
す
る
為
、
不
用
木
の

伐
採
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

　

田
子
山
の
再
開
発
当
初
は

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
登
山

道
の
整
備
を
し
た
り
、
四
季

折
々
の
山
を
楽
し
め
る
よ
う
、

サ
ク
ラ
や
モ
ミ
ジ
な
ど
の
植
栽

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
湧
水
も
楽
し
め
る
よ
う
、

水
源
設
備
の
整
備
も
行
い
ま
し

た
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
は
毎
年
Ａ

Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
と
協
力

し
て
田
子
山
の
散
策
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
個
人
で

登
る
時
と
は
違
っ
た
楽
し
み
方

を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
13

神
仏
の
歴
史
や
伝
説
を
紹
介
し

た
り
、
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出

話
を
し
た
り
と
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

時
に
出
す
昼
食
も
地
元
で
取
れ

た
お
米
や
手
作
り
の
漬
物
、
汁

物
で
お
も
て
な
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
若
い
世
代
に
田
子
山

の
魅
力
を
伝
え
て
い
こ
う
と
、

中
学
生
の
案
内
受
け
入
れ
や
、

公
民
館
活
動
の
一
環
と
し
て
野

外
学
習
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
が
認
め
ら

れ
、
平
成
19
年
に
熊
本
県
知
事

か
ら「
森
林
環
境
教
育
感
謝
状
」

を
い
た
だ
き
、
同
年
、
Ａ
Ｓ
Ｏ

田
園
空
間
博
物
館
の
「
阿
蘇
づ

く
り
大
賞
」を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

突
然
見
舞
わ
れ
た

豪
雨
災
害

年
の
豪
雨
災
害
で
は
、

田
子
山
も
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
ル
ー
ト
の
一

部
が
土
砂
崩
れ
を
起
こ
し
通
行

不
能
に
な
り
、
さ
ら
に
は
車
両

通
行
が
で
き
る
登
山
道
は
瓦
礫

が
散
乱
し
、
以
前
整
備
し
た
水

源
設
備
も
破
損
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
で
重
機
を
借

り
上
げ
、
土
砂
や
瓦
礫
の
撤
去

を
行
い
、活
動
の
甲
斐
あ
っ
て
、

現
在
は
登
山
道
も
復
旧
し
、
ま

た
皆
さ
ん
が
楽
し
く
登
山
で
き

る
よ
う
な
田
子
山
が
戻
っ
て
き

て
い
ま
す
。

若
い
世
代
に
田
子
山

の
魅
力
を
伝
え
た
い

の
地
区
も
そ
う
だ
と
思

い
ま
す
が
、
高
齢
化
と

活
動
資
金
の
確
保
が
一
番
の
課

題
で
す
。
区
長
を
中
心
に
構
成

す
る
メ
ン
バ
ー
で
の
整
備
活
動

は
正
直
き
つ
い
と
思
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
昨

年
の
豪
雨
災
害
で
も
痛
感
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
よ
り
多
く
の
人
が

田
子
山
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
今
後
も
整
備
や
案
内
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
か
ら

中
止
し
て
い
る
野
焼
き
を
復
活

さ
せ
る
と
、
田
子
山
は
山
菜
の

宝
庫
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
田
子
山
に
ま
た
新
た
な
魅

力
が
で
き
ま
す
。
電
気
の
整
備

は
平
成
24
年
に
完
成
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
設
置
も

検
討
中
で
す
。
こ
の
よ
う
に
施

設
が
充
実
す
る
と
夏
場
は
キ
ャ

ン
プ
場
と
し
て
も
活
用
で
き
そ

う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
整
備
と
案
内
活

動
を
通
じ
て
特
に
子
ど
も
た
ち

に
田
子
山
の
魅
力
を
伝
え
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３

４

3�食事には新米のおにぎりや手作りの漬物、
取れたての野菜などが並ぶ。　
4�土砂崩れを起こした水源地の復旧作業。

年

昨

ど



阿蘇市波野出身の弁護士です！！
弁 護 士　佐 藤   眞 喜 夫 弁 護 士　佐 藤    聖 喜
【東京弁護士会所属・中央大学卒】
佐藤眞喜夫法律事務所
〒102-0085　東京都千代田区六番町六番地一ﾊﾟﾚﾛﾜｲﾔﾙ六番町 705号

【東京弁護士会所属・京都大学卒】
千代田中央法律事務所 所長
〒102-0085　東京都千代田区六番町六番地一ﾊﾟﾚﾛﾜｲﾔﾙ六番町 704号

ＴＥＬ　０３‐３２６５‐４９８１（代）　　　ＦＡＸ　０３‐３２３４‐５９１７

法 律 的 な 御 相 談 を
お 受 け い た し ま す。

《佐藤 眞喜夫宅》 〒861-5512　熊本市北区梶尾町 1107 番 172　 TEL:096-245-5007　 FAX:096-288-1394

民事事件一般をお受けします。執務時間は土・日・祝祭日を除き 9:00 ～ 18:00 迄　急用の方は佐藤眞喜夫自宅へ連絡下さい。
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市役所からのお知らせ

専業主婦の年金改正　切替漏れ等による未納期間がある人はご確認を
ほけん課 国保・年金係　☎２２－３１４５　お５５－３１４５

７
月
１
日
か
ら
専
業
主
婦

（
※
）
の
年
金
が
改
正
さ

れ
、
年
金
の
受
け
取
り
が
可
能

に
な
っ
た
り
、
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
会
社
員
の
夫
が
退
職
し
た
際

な
ど
に
主
婦
が
年
金
の
切
り
替

え
の
手
続
き
が
遅
れ
た
り
漏
れ

て
い
た
た
め
、
保
険
料
が
未
納

と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
が
対

象
で
す
。

　
原
則
と
し
て
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
す
べ
て
の
人
が「
年
金
」

手　続

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫

（
第
２
号
被
保
険
者
）
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
妻
（
専
業
主
婦
：

第
３
号
被
保
険
者
）
は
、
保
険

料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
た
だ
し
、
夫
が
退
職
し
た
場

合
や
妻
自
身
の
年
収
が
増
え
た

と
き
な
ど
は
、
手
続
き
（
第
３

号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保

険
者
へ
の
変
更
手
続
）を
し
て
、

保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。　

　
こ
の
手
続
が
２
年
以
上
遅
れ

た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
２
年
以

上
前
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
保
険
料

の
「
未
納
期
間
」
が
発
生
し
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
は
手
続
き
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
未
納
期

間
」
を
「
受
給
資
格
期
間
」
に

算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

（
※
）

 

妻
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
夫
が

　
専
業
主
夫
の
場
合
も
同
様
。

ま と め

○�手続きをすることにより、無年金
や年金の減額を防ぐことができま
す。また、老齢年金だけではなく、
万一の時の障害年金などの受給権
の確保にもつながります。

○保険料納付で年金額アップ！
　�手続きをすることにより、本来は
さかのぼって払うことができな
かった期間の保険料を納付するこ
とができます（最大 10年分）。保
険料を納めることにより、年金額
が増えます。

○�主婦年金からの切り替えの手続が
２年以上遅れたことがある方は、
今すぐお問い合わせを！�６５歳以
　�上の方は、お問い合わせが遅れ
ると年金の受け取りも遅れます。
６５歳未満の方は、障害・遺族年
金を受け取りやすくなります。

※確認が必要な方については、日本年金機
構より手続きのご案内が郵送されます。
詳しくは、日本年金機構国民年金保険料専
用ダイヤル☎ 0570-011-050 または熊本
東年金事務所☎ 096-367-2503 へお問い
合わせください。

広
告
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市民の皆さまへ、大事なお知らせや制度などを紹介するコーナーです。
お問い合わせは各担当課までお気軽にどうぞ。（おはお知らせ端末の番号）City information

9 月から住宅・土地統計調査が始まります
財政課 企画係　☎２２－３２０４　お２２－３２０４

調　査

こ
の
調
査
は
、
住
生
活

に
関
す
る
最
も
基
本

的
で
重
要
な
調
査
で
、
全
国

約
３
５
０
万
世
帯
の
方
々
を

対
象
と
し
た
大
規
模
な
調
査

で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
「
住

生
活
基
本
計
画
」
の
成
果
指

標
の
設
定
、
耐
震
や
防
災
を

中
心
と
し
た
都
市
計
画
の
策

定
、
空
き
家
対
策
条
例
の
制

定
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
阿
蘇
市
で
は
、
96
調
査
区

（
１
調
査
区
あ
た
り
17
戸
を

抽
出
）が
対
象
に
な
り
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
っ
た
住
戸
に

は
９
月
下
旬
か
ら
統
計
調
査

員
が
調
査
票
記
入
の
お
願
い

に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

販　売

県民手帳（２０１４年版）の予約申し込みを受け付けています
財政課 企画係　☎２２－３２０４　お２２－３２０４

コ
ン
パ
ク
ト
に
書
け
る
予
定
表
や

ミ
ニ
知
識
と
し
て
市
町
村
便
覧

な
ど
の
統
計
情
報
を
掲
載
し
た
便
利
な

手
帳
で
す
。

●
価
格　
４
５
０
円

●
仕
様　

▼
表
紙　
レ
ザ
ー
ソ
フ
ト
（
ブ
ル
ー
）

▼
サ
イ
ズ　
約
９
㌢
×
15
㌢

▼
文
字　
丸
ゴ
シ
ッ
ク

●
内
容

▼
コ
ン
パ
ク
ト
に
書
け
る
予
定
表

▼ 

書
簡
用
語・晴
雨
表
（
過
去
５
年
間
）

▼ 

ミ
ニ
知
識
と
し
て
市
町
村
便
覧
な
ど

の
統
計
情
報

▼
市
町
村
別
人
口
・
面
積　
な
ど

●
購
入
方
法

＊ 

代
金
（
４
５
０
円
）
を
添
え
て
、
９

月
30
日
月
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

＊ 

予
約
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
（
取
消
）
は

で
き
ま
せ
ん
。

＊ 

11
月
上
旬
（
予
定
）
の
お
渡
し
に
な

り
ま
す
（
手
渡
し
の
み
）。

●
申
込
先

▼
本
庁
財
政
課
企
画
係
（
２
階
）

▼
内
牧
支
所
総
務
振
興
係

▼
波
野
支
所
総
務
振
興
係

広
告
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小型特殊自動車のナンバー登録はお済みですか？
税務課 市民税係　☎２２－３１４８　お５５－３１４８

農
場
、
工
場
、
工
事
現
場
な

ど
に
お
い
て
の
み
使
用
さ

れ
、
道
路
を
走
行
し
な
い
も
の
で

あ
っ
て
も
、
軽
自
動
車
税
の
ナ
ン

バ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。

　
乗
用
装
置
を
有
し
、
左
記
の
表

に
該
当
す
る
小
型
特
殊
自
動
車

は
、
軽
自
動
車
税
の
ナ
ン
バ
ー
登

録
が
必
要
で
す
。

登　録

市役所からのお知らせ

構造及び原動機 最高速度及び大きさ 年税額
農耕トラクタ、農業用
薬剤散布車、刈取脱穀
作業車、田植機など

最高速度 35km/h 未満のもの 1,600円

フォークリフト、ショ
ベルローダ、タイヤ
ローラ、ロードローラ、
グレーダ、ロードスタ
ビライザ、林内作業車、
草刈作業車など

長さ 4.70m 以 下、 幅 1.70m
以下、高さ 2.80m 以下に該
当するもののうち、最高速度
15km/h 以下のもの

4,700円

○ 軽自動車税は、原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び二
輪の小型自動車（以下「軽自動車等」という。）の所有者に対し、
軽自動車等の主たる定置場（駐車場）所在の市町村が課税します。

○ 軽自動車等の所有者は、阿蘇市税条例第 87 条に基づき、軽自動車
などの所有者となった日から 15 日以内にナンバー登録の手続きを
しなければなりません。

○ お手続きの際は、印鑑、販売（または
譲渡）証明書をお持ちのうえ、税務課
又は各支所窓口までお越しください。

○ 正当な理由がなくてナンバー登録の手
続きをしなかった場合は、10 万円以
下の過料に処されることがあります。

　
税
務
課
で
は
、
軽
自
動
車
税
の

適
正
な
賦
課
徴
収
を
図
る
た
め
、

阿
蘇
市
内
全
域
で
、
未
登
録
車
両

の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
お
近
く
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
付
い
て
い
な
い
小
型
特
殊
自
動

車
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
課
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

人工内耳用体外装置の購入費用の補助が始まりました
福祉課 総合福祉係　☎２２－３１６７　お５５－３１６７

補　助

日
常
生
活
用
具
給
付
事

業
に
お
い
て
、
人
工

内
耳
用
体
外
装
置
の
購
入
費

用
補
助
が
、
新
た
に
始
ま
り

ま
し
た
。

●�

対
象　
人
工
内
耳
を
装
着

し
て
い
る
ま
た
は
装
着

予
定
の
聴
覚
障
が
い
児

者
（
た
だ
し
住
民
基
本
台

帳
に
１
年
以
上
登
録
さ

れ
て
い
る
人
）

●�

内
容　
人
工
内
耳
用
体
外

装
置
の
購
入
に
対
し
て

給
付

●
上
限
基
準
額　

　
１
１
０
万
円

※ 

本
人
負
担
の
上
限
額
は

３
万
７
２
０
０
円
で
す
。

《
日
常
生
活
用
具

給
付
事
業
と
は
》

障
が
い
児
者
の
日
常
生
活
上

の
便
宜
を
図
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
用
具
を
給
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
福
祉
の
増
進
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
事
業
で
す
。
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「お知らせ端末」返却のお願い
総務課 情報管理室　☎２２－３２５３　お５５－３２５３

「
お
知
ら
せ
端
末
」
の

返
却
の
お
願
い　

 　
「
お
知
ら
せ
端
末
」
は

市
か
ら
の
貸
与
品
で
す
。 

阿
蘇
市
外
に
転
出
す
る
場

合
や
「
お
知 

ら
せ
端
末
」

を
使
用 

し 

な
く
な
っ
た
場

合
は
、「
Ｏ
Ｎ
Ｕ
（
付
属

機
器
）」
と
と
も
に
返
却

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

 

な
お
、
返
却
の
際
は
、

市
役
所
ま
た
は
各
支
所
に

設
置
し
て
あ
る
申
請
書
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

�「
お
知
ら
せ
端
末
」
の

　
掃
除
は
定
期
的
に
！　

　
「
お
知
ら
せ
端
末
」
と

「
Ｏ
Ｎ
Ｕ
」
は
精
密
機
器

で
す
。

 　
乾
い
た
柔
ら
か
い
布
な

ど
で
定
期
的
に
掃
除
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
知
ら
せ
端

末
」
や
「
Ｏ
Ｎ
Ｕ
」
が
故

障
し
た
場
合
は
、
修
理
代

案　内

を
ご
負
担
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
お
取
り
扱
い
く
だ
さ

い
。

　
「
お
知
ら
せ
端
末
」
の

電
源
は
Ｏ
Ｎ
に
！　

 　
「
お
知
ら
せ
端
末
」
で

は
、
市
か
ら
の
行
政
情
報

や
防
災
情
報
、
火
災
な
ど

の
緊
急
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

　
常
日
頃
か
ら
「
お
知
ら

せ
端
末
」
と　
「
Ｏ
Ｎ
Ｕ
」

の
電
源
は
入
れ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

市民の皆さまへ、大事なお知らせや制度などを紹介するコーナーです。
お問い合わせは各担当課までお気軽にどうぞ。（おはお知らせ端末の番号）City information

お知らせ端末
ONU(付属機器）

第９回阿蘇市民スポーツ大会　参加チーム募集！！
教育課 社会体育係　☎２２－３２２９　お５５－３２２９

募　集

こ
と
し
も
、
市
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り

と
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
左
記
の
と
お

り
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
競
技
種
目
は
ミ
ニ
バ
レ
ー
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

で
す
。
ど
ち
ら
の
競
技
も
、
誰
で
も
手
軽
に
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
友
人
や
ご
近
所
、
職

場
な
ど
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
と
き　
10
月
５
日
土　
午
前
９
時
開
会

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館
（
内
牧
）

●�

参
加
資
格　
阿
蘇
市
在
住
で
18
歳
以
上
の
男

女
（
※
学
生
の
除
く
）

●
競
技
種
目

▽ 

ミ
ニ
バ
レ
ー
の
部　
５
人
／
１
チ
ー
ム
と

し
、
65
歳
以
上
の
男
性
ま
た
は
女
性
が
必
ず

３
名
出
場
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、
65

歳
未
満
男
性
は
２
名
ま
で
）

▽ 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
部　
４
人
／
１
チ
ー
ム
と

し
、
65
歳
以
上
の
男
性
ま
た
は
女
性
が
２
名

必
ず
出
場
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、
65

歳
未
満
男
性
は
２
名
ま
で
）

●
参
加
費　
１
０
０
０
円
／
１
チ
ー
ム

●�

申
込
方
法　
教
育
課
ま
た
は
各
支
所
に
設
置

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参

加
料
を
添
え
て
、
教
育
課
社
会
体
育
係
（
各

支
所
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
）
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
９
月
20
日
金

詳しくは阿蘇市ホームページをご覧ください↓
http://www.city.aso.kumamoto.jp/education/society/event/131005.html



医療機関名 電話
大阿蘇病院 ☎２２－２１１１
古閑医院 ☎２２－３０００

一の宮整形外科 ☎２２－３９１１
松見内科クリニック ☎２２－０２６０
市原胃腸科外科 ☎３４－１２１１
脇胃腸科 ☎３２－２５００
小野主生医院 ☎３２－００３９
問端内科 ☎３２－０１０２
家入整形外科 ☎３２－００４８
阿蘇温泉病院 ☎３２－０８８１

坂梨ハートクリニック ☎２４－６２６２
たくもと小児科クリニック ☎３４－２２０２

栗林内科医院 ☎２４－１０２４
阿蘇中央病院 ☎３４－０３１１
波野診療所 ☎２４－２２０３
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インフルエンザを予防しましょう！

案　内

一の宮保健センター　☎２２－５０８８　お５５－５０８８

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
毎
年
冬
に
流

行
を
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
は
、
感
染
を

防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
発
病
を
予
防
す
る
効
果

は
あ
り
ま
す
。

　
次
の
点
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
個
人
の
判
断
に
よ
り
接

種
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
重
症
化
な
ど
の
防

止
に
と
っ
て
有
効
な
手

段
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
接

種
す
れ
ば
必
ず
か
か
ら

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

○�

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
多
く
の

方
々
に
重
症
化
予
防
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
し
ま
す
が
、
接
種
後
、

腫
れ
た
り
、
熱
が
出
る
な

ど
の
症
状
が
出
る
こ
と

も
あ
り
、
ま
れ
に
重
い
症

状
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

●
接
種
時
期

　
10
月
１
日
～
12
月
末
ま
で

●
持
参
物　
▽
保
険
証　

▽ 

接
種
料
金　
▽
母
子
健
康

手
帳
（
子
ど
も
の
場
合
）

※ 

問
診
票
は
医
療
機
関
に
あ

り
ま
す
。

広
告

■接種対象者及び接種回数・費用
年齢（接種時） 接種回数 自己負担額

３～６４歳 １～２回
希望に応じて ( ※ 1） １，０００円／回

( ※ 2）
６５歳以上 １回

（※ 1）�1 ～ 2 回接種する場合の接種間隔は、3 ～ 13 歳未満
は 2 ～ 4 週間、13 ～ 65 歳未満は 1 ～ 4 週間の間隔
をあけましょう。

（※ 2）接種代金 3,600 円のうち 2,600 円を市が助成します。

■接種医療機関

阿蘇市外の医療機関で接種をご希望の人は、
上記までお問い合わせください。

市役所からのお知らせ
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秋の複合健診（住民健診）が始まります！

健　診

一の宮保健センター　☎２２－５０８８　お５５－５０８８

今
年
度
、
最
後
の
複
合
健

診
で
す
。
事
前
に
お
申

込
み
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

10
月
中
旬
に
問
診
票
や
採
尿
容

器
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な

い
人
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

事
前
に
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�
節
目
年
齢
の
人
は
無
料
で
受

診
で
き
ま
す
！

　

国
の
が
ん
予
防
対
策
に
よ

り
、
下
表
の
と
お
り
特
定
の
節

目
年
齢
の
人
に
、
▽
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
検
診
▽
大
腸
が
ん
検
診
▽

子
宮
が
ん
検
診
▽
乳
が
ん
検
診

を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
※�

無
料
検
診
対
象
者
に

は
７・
８
月
に
個
別
に
通
知
し

て
い
ま
す
。

健診項目 対象者 自己負担額

３０歳代健康診査
( 医師の診察・問診、身長、体重、腹囲、
肥満度、血液検査、尿検査、心電図 )

国保加入者で平成２５年度に３０歳～３９
歳になる人 500円

特定健康診査
( 医師の診察・問診、身長、体重、
腹囲、肥満度、血液検査、尿検査、
心電図 )

国保加入者で平成２５年度に４０歳～７４
歳になる人 500円

後期高齢者健康診査
( 医師の診察・問診、身長、体重、
肥満度、血液検査、尿検査）

後期高齢者医療加入の人 800円
肝炎ウィルス検診
＊これまでに受診した方は対象外
です。

４0歳以上の男女（平成２５年３月 31 日現
在で 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・
65 歳・70 歳の人は無料です）

400円

前立腺がん検診（採血） ５０歳以上の男性 300円
胸部レントゲン検診
( 肺がん・結核検診 ) ４０歳以上の男女（妊婦を除く） 300円
胃がん検診

（バリウムを飲んでレントゲン撮影） ４０歳以上の男女（妊婦を除く） 700円
大腸がん便潜血検査

（便潜血２日法）
４0歳以上の男女（平成 25 年 4 月１日現
在で 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳の
人は無料です）

300円
超音波検診

（超音波をあて上腹部の検査） ３０歳以上の男女 600円
子宮がん検診

（頚部がんの検診）
２０歳以上の女性（平成 25 年 4 月１日現
在で 20 歳・25 歳・30 歳・35 歳・40 歳の
人は無料です）

600円

乳がん検診

乳房超音波検査 ３０歳以上の女性 400円
乳房レントゲン検査
( マンモグラフィー )

４０歳以上の女性（平成 25 年４月１日現
在で 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳の
人は無料です）

800円

● 11月 7日木
　波野保健福祉センター
● 11月 8日金
　一の宮体育館
● 11月 9日土
　一の宮保健センター
● 11月 10日日・11日月
　阿蘇体育館（第 2 体育館）

[ 健診日程 ]
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あべさんは本市在住で
絵や講演で活躍中。

～大事にしたい懐かしい阿蘇の生活～　No.17　　　　　絵・文　あべまりあ
「自然と共に遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感性を豊かにする。
（阿蘇の大自然を守るためにも）次代を担う若い人や子どもたちにもぜひ伝えたい！」と、
そう願って、あべさんが描かれた作品たちをお届けします。

法律や条例で
今は、希少な
野生動植物を
とることは禁止
されています。
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く ら し の 情 報
くらしのお知らせや
イベント情報などを掲載します

市役所の電話番号

市役所のホームページ
パ�ソコンから　 http://www.city.aso.

kumamoto.jp/
携�帯電話から　 http://www.city.aso.

kumamoto.jp/kt/

防 災 情 報 確 認

阿蘇安心安全ネットワークシステム
　▶ https://www.aso-anzen.jp/(パソコン)
　▶ https://www.aso-anzen.jp/

app-frontmb/(携帯電話)
熊本県統合型防災情報システム
　 http://www.bousai.pref.

kumamoto.jp/
熊本県雨量･気象情報（携帯電話）
　http://kumamoto.wni.co.jp/i/

お・・・お知らせ端末の電話番号
例本庁(総務課)�:55-3111又は56-3111

人の動き（H25.7 .31現在)

人口 28,244 人 (前月から    6人　 )
男 13,321 人 (前月から    3人　)
女 14,923 人 (前月から    9人　)
世帯数 11,207 戸 (前月から  12戸　)

国
税
職
員
を
装
っ
た
不
審
な

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
こ
と
し
４
月
以
降
、
高
齢
者
に
対

し
国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を
装
っ

た
不
審
な
電
話
が
か
か
る
事
例
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

　
電
話
の
内
容
は
「
年
金
額
は
い
く

ら
か
？
」、「
預
貯
金
額
は
い
く
ら

か
？
」、「
家
族
構
成
と
年
齢
を
教
え

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　
国
税
職
員
を
名
乗
る
電
話
で
不
審

な
点
が
あ
る
と
き
は
、
即
答
は
避

け
、
相
手
の
所
属
部
署
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
確
認
し
た
う
え
で
、
一
旦

電
話
を
切
り
、
熊
本
国
税
局
ま
た
は

阿
蘇
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

お
　
知
　
ら
　
せ

本庁(総務課)��������☎22-3111 お55・56
（情報管理室） ☎22-3253 お55
財政課 ☎22-3204
税務課　　　　� ☎22-3148 お55・56
内牧支所　　　� ☎32-1111 お55・56
波野支所 ☎24-2001 お24
市民課　　� ☎22-3135 お55
（消費生活センター） ☎22-3364 お55
人権啓発課　　 ☎22-3206
福祉課� ☎22-3167 お55～57
ほけん課　 ☎22-3145 お55・56
（保健センター） ☎22-5088 お55・56
農政課　　　　 ☎22-3274
観光まちづくり課 ☎22-3174
建設課　　　 ☎22-3187
住環境課　　　� ☎22-3169
水道課 ☎22-3196
教育課 ☎22-3229
会計課　　　　 ☎22-3284
議会事務局　　 ☎22-3279
監査委員事務局 ☎22-3240
農業委員会事務局 ☎22-3254
選挙管理委員会事務局 ☎22-3239

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
阿
蘇
税
務
署

に
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
阿
蘇
税
務
署

　
☎
２
２
‐
０
５
５
１

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

　

相

談

　

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き　
10
月
６
日
日

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

※８月号の「人の動き」で増減の矢印が記載
されていませんでした。人口、女性、世帯数
が増えています。お詫びして訂正します。

●�

と
こ
ろ　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇

大
津
支
局（
菊
池
郡
大
津
町
引
水
）

●�

相
談
内
容　
相
続
、
遺
言
、
不
動

産
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
人
権
に

関
す
る
事
項
な
ど

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ　
熊
本
地
方

法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

　
☎
０
９
６
‐
２
９
３
‐
２
２
７
２

「
法
の
日
」

無
料
法
律
・
登
記
相
談

　
10
月
１
日
は
法
の
日
で
す
。「
司

法
書
士
」「
土
地
家
屋
調
査
士
」
は
、

あ
な
た
の
財
産
や
権
利
を
守
り
ま

す
。
私
た
ち
専
門
家
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
10
月
１
日
火

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　

　
波
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容　

▼�

相
続
・
売
買
・
贈
与
な
ど
に
関
す

る
登
記
な
ど

▼�

土
地
の
測
量
・
分
筆
・
地
目
変
更

や
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

●�

問
い
合
わ
せ　
熊
本
県
司
法
書
士

会
阿
蘇
大
津
支
部

　
☎
３
２
‐
２
１
４
１
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阿
蘇
地
区
無
事
故
・
無
違
反

１
２
０
日
運
動
参
加
者
大
募
集

　
阿
蘇
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協

議
会
で
は
、
交
通
事
故
防
止
の
取
り

組
み
と
し
て
、
左
記
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
期
間
中
に
無
事
故
・
無
違

反
を
達
成
し
た
チ
ー
ム
に
は
、
抽
選

で
商
品
を
贈
呈
し
ま
す
の
で
、
た
く

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

　
11
月
１
日
金
～
２
月
28
日
金

●�

内
容　
１
チ
ー
ム
３
人
で
、
期
間

中
の
無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦
！

●
参
加
要
件

▽�
運
転
免
許
（
小
型
特
殊
免
許
を
除

く
）
を
有
す
る
人

▽�
阿
蘇
市
ま
た
は
産
山
村
に
、
居
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

▽�

Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド（
運
転
記
録
証
明
書
）

の
取
得
に
異
議
の
な
い
人

●
参
加
費
用　

　

�

１
チ
ー
ム　
１
０
５
０
円
（
Ｓ
Ｄ

カ
ー
ド
取
得
代
金
３
名
分
）

●
申
込
期
間　

　
10
月
１
日
火
～
10
月
31
日
木

　

�

月
曜
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
申
込
要
領

▽�

参
加
申
込
書
は
、
阿
蘇
警
察
署
内

事
務
局
に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
。

行
政
相
談
週
間
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10
月
21
日
月
か
ら
10
月
27
日
日
ま

で
、「
行
政
相
談
週
間
」
が
全
国
一

斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政
評
価
事

務
所
ま
た
は
左
記
の
行
政
相
談
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
小
野
眞
由
美
（
阿
蘇
地
区
）

　
☎
３
２
‐
２
８
１
２

▼
塚
本
武
敏
（
一
の
宮
地
区
）

　
☎
２
２
‐
１
４
３
７

▼
佐
藤
義
勝
（
波
野
地
区
）

　
☎
２
４
‐
２
２
１
９

　
　
総
合
行
政
相
談
所
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
　

　
毎
月
４
回
、
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

●
と
き　
毎
月
第
１
～
第
４
水
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

●�

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
県
民
交
流
会

館
『
パ
レ
ア
』

●
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
１
６
６
２

　

募

集

　

阿蘇市社会福祉協議会
職 員 採 用 試 験

●試験日　１０月２０日日
●試験地　農村環境改善センター（予定）
●受付期間　９月２日月～２０日金
　　　　　　�8:30～ 17:00（ただし、

土・日曜日・祭日は除く）
《試験区分など》
▶職種　保健師（資格免許職）
▶採用予定数　１人程度
▶�受験資格　昭和53年4月2日以降
に生まれた人で、保健師の免許を有
する人または平成25年度実施の国家
試験で取得する見込みの人

●問い合わせ
　阿蘇市社会福祉協議会�総務班
　☎３２-１１２７

第３回 Ａｓｏ動物愛護まつり

動物愛護週間に伴うイベントとして「第3回Aso動物愛
護まつり」が開催されます。長寿動物の表彰や犬のしつ

け教室、愛犬愛猫の写真自慢コーナーなどを予定しています。
　どなたでも参加できますので、犬や猫に興味のある方はぜひ
ご参加ください。（会場の都合上、ペットの同伴はできません。）
●とき　9月22日日　10:00～12:00（雨天中止）
●ところ　はな阿蘇美　　●参加費　無料
●主催　阿蘇地域動物愛護推進協議会
●問い合わせ　阿蘇保健所☎３２-０５３５

▷写真自慢コーナー！愛犬・愛猫の自慢の写真を募集します。
　�応募方法は、当日（9月 22日）写真をお持ち頂くか、写真
が記録されているメディア（一部非対応）を会場までお持ち
ください。提供頂いた写真・画像はお返しできません。
▷�長寿動物の表彰については、広報８月号でお知らせしたとこ
ろですが、昨年度は災害により開催できなかったことから、
平成２４年９月３０日現在で、生存していた犬、猫について
も、今年度は特例として表彰対象となります。
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体
験
し
て
学
ぶ
、

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
講
習
会

　
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

出
来
な
い
「
食
」
に
は
、
買
い
物
か

ら
片
づ
け
ま
で
様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
や
ゴ
ミ
排
出
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
環
境
に
や
さ
し
い
食
生
活
を
送

る
こ
と
は
、
地
球
環
境
を
大
切
に
す

る
エ
コ
へ
の
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　
買
い
物
、
料
理
、
片
付
け
の
工
夫

に
よ
り
出
来
る
こ
と
を
体
験
し
学
ぶ

「
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
人
は
、

事
前
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き　
10
月
９
日
水

　
午
前
10
時
～
12
時
30
分
頃

●
と
こ
ろ　

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー（
内
牧
）

●�

講
師　
佐
藤
彩
己
子
氏
（
緑
の
生

活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
）

●
参
加
料　
無
料

●
申
し
込
み
期
限　
９
月
25
日
水

●
定
員　
50
名
（
先
着
順
）

に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
第
35
回
in
阿
蘇

　
朝
日
新
聞
の
創
刊
１
３
０
周
年
記

念
事
業
と
共
に
森
林
文
化
協
会
創
立

30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
に
ほ
ん

の
里
１
０
０
選
」の
事
業
が
行
わ
れ
、

こ
の
阿
蘇
も
「
阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ
」

で
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
１
０
０
選
の
地
域
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
企
画
さ
れ
て
い
る
崔さ
い
ほ
う
そ
う

宗
宝

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
こ
の
阿
蘇
の

地
で
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　
10
月
12
日
土

　
正
午
受
付
、
午
後
１
時
開
演

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
い
こ
い
の
村

●�

出
演　

崔
宗
宝
（
バ
リ
ト
ン
）、

鶴
和
美（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
ス
ト
）

ほ
か

●
料
金　
無
料

※�

10
月
11
日
金
午
後
２
時
か
ら
、
阿

蘇
中
学
校
体
育
館
で
同
様
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

�

介
護
老
人
保
健
施
設�

愛
・
ラ
イ

フ
内
牧
（
担
当
：
米
村
）

　
☎
３
２
‐
５
５
１
１

阿
蘇
ア
グ
リ
ス
テ
ィ
ー
音
楽
祭
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▽�

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
事
務
局
（
阿
蘇
警
察
署
内
）

　
☎
２
２
‐
５
１
１
０

　
阿
蘇
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
志

賀
総
学
さ
ん
や
、
鹿
児
島
県
で
活
躍

す
る
フ
ォ
ー
ク
デ
ュ
オ
「
い
ち
じ

く
」、
ア
フ
リ
カ
の
民
族
楽
器
ジ
ャ

ン
ベ
な
ど
を
使
う
「
火
の
鳥
ワ
ー
ル

ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

な
ど
が
出
演
す
る
多
彩
な
音
楽
祭
で

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
９
月
22
日
日
・
23
日
月

　
　
　
　
午
後
１
時
～

●
と
こ
ろ　
果
実
の
国
カ
ッ
プ
ル
ズ

●
入
場　
無
料

●�
問
い
合
わ
せ　

　
果
実
の
国
カ
ッ
プ
ル
ズ
（
西
町
）

　
☎
３
４
‐
０
１
０
０

　
九
州
産
交
バ
ス
㈱
は
、
大
津
産
交
で

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
と
は
、
都
市

部
や
観
光
地
な
ど
の
交
通
渋
滞
緩
和
の

た
め
、
郊
外
の
バ
ス
停
に
設
け
た
駐
車

場
に
マ
イ
カ
ー
を
停
車
さ
せ
、
そ
こ
か

ら
路
線
バ
ス
な
ど
の
公
共
機
関
に
乗
り

換
え
て
目
的
地
に
行
く
方
法
で
す
。

　
駐
車
場
は
、
大
津
町
吹
田
交
差
点
付

近
の
九
州
産
交
バ
ス
㈱
大
津
営
業
所
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

▽
産
交
バ
ス
定
期
券
を
購
入
し
た
人

▽
産
交
バ
ス
を
利
用
す
る
人

▽�

産
交
ナ
イ
ス
デ
ー
ツ
ア
ー
を
利
用
す

る
人

●�

利
用
方
法　
大
津
営
業
所
窓
口
に
て

申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
１
回

の
み
の
利
用
、継
続
利
用
も
可
能
で
す
。

●�

営
業
時
間　
路
線
バ
ス
の
始
発
時
刻

か
ら
、
終
発
着
時
刻
ま
で

●
料
金　
無
料

●
駐
車
場　
10
台

※�

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.kyusanko.co.jp/

sankobus/parkandride/

●
問
い
合
わ
せ　

　
九
州
産
交
バ
ス
㈱
大
津
営
業
所

　
☎
０
９
６
‐
２
９
３
‐
３
１
５
１

マイカーを停めて、バスでらくらく目的地へ！
大津産交でパーク＆バスライドを利用しよう！

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

　
阿
蘇
市
市
民
課

　
☎
２
２
‐
３
１
３
５

「いちじく」



創 業 セ ミ ナ ー

く ら し の 情 報

阿蘇市商工会から
セミナーのご案内

事業承継・第ニ創業セミナー

　商工業者や後継者を対象とした事業承継等セ
ミナーを開催いたします。「事業承継について
の基礎知識」と「事業承継税制関係について」・

「第ニ創業とは」どういうものなのか各専門家
から詳しくご説明致します。この機会に経営基
盤の強化と経営力の向上に役立ててみません
か。
●と　き　１０月２日水
　　　　　午前１０時３０分～午後５時
●ところ　阿蘇市商工会　本所（内牧）
●内　容　 事業承継に関しての基礎知識や税制

関係・第二創業について
●対象者　商工業者、後継者の方など
●講　師　中小企業診断士・税理士
※セミナー終了後、個別相談を実施します。

　創業をお考えの方・関心のある方、若手後継
者の方、創業して間もない方を対象として創業
セミナーを開催します。創業の心構えから資金
調達、創業計画書作成まで専門家がアドバイス
をおこないます。　この機会に２日間受講して
みませんか！
●と　き　
▷第１回　１０月２２日火
　　　　　午後 1 時～午後４時
▷第２回　１０月２９日火
　　　　　午前１０時３０分～午後４時３０分
●ところ　阿蘇市商工会　本所（内牧）
●内　容　 創業の心構えから創業計画書の作成

まで。
●受講料　１, ０００円（２日間）※資料代
●対象者　▷創業・起業を考えている人
　　　　　▷後継者　など
●定　員　 １０名 程度を予定（原則として両

日とも参加をお願いします。）
●講　師　 中小企業診断士・税理士・社会保険

労務士
※セミナー終了後、個別相談を実施します。
※ 創業セミナーは、事前申し込み（10/8 まで）

が必要です。

（問い合わせ）阿蘇市商工会�
本所　　　　☎３２－０２００
一の宮支所　☎２２－０７８９
波野支所　　☎２４－２８１１

【
運
動
重
点
】

①�
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

②�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

※ 

阿
蘇
市
で
も
、
期
間
中
は
街
頭
指
導

や
お
知
ら
せ
端
末
で
の
啓
発
を
行

い
、
交
通
事
故
防
止
を
図
り
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

　
阿
蘇
市
総
務
課�

防
災
交
通
係　

　
☎
２
２
‐
３
１
１
１

秋の全国交通安全運動
９月２１日土　～　9月３０日月

●
と
き　
10
月
20
日
日

　
午
後
０
時
30
分
開
場
、
１
時
開
演

　
（
上
映
時
間
１
０
４
分
）

●
と
こ
ろ　

　
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

主
催　

Ａ
Ｓ
Ｏ
う
ま
れ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

●�

チ
ケ
ッ
ト　
一
人
５
０
０
円
（
た

だ
し
、
４
歳
未
満
は
無
料
）

※�

チ
ケ
ッ
ト
は
、
親
子
カ
フ
ェ
Ｓ
ａ

ｉ
、
菓
子
工
房
に
じ
い
ろ
で
発
売

中
で
す
。

※�

小
さ
な
お
子
様
連
れ
の
方
も
鑑
賞

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
親
子
カ
フ
ェ
Ｓ
ａ
ｉ

　
☎
３
２
‐
０
３
５
７

映
画
自
主
上
映
会

「
う
ま
れ
る
」

　
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
全
国
各
地
で
上
映
会

が
行
わ
れ
て
い
る
『
う
ま
れ
る
』
が

阿
蘇
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　
４
組
の
ご
夫
婦
の
出
産
に
ま
つ
わ

る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
通
し

て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
“
生
き

る
”
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？
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く ら し の 情 報

〒869-2223  阿蘇市竹原4-1 TEL 0967-34-0257
info@t-watanabekensetsu.com

昔ながらの生活で燻し磨かれた
古材の活用、和の趣を活かす。
古民家一級鑑定士
伝統資材施工士

いぶ

注文住宅
リフォーム

耐震診断

行事・イベント

スポーツ施設スケジュール
(内容は8月16日現在)

●阿蘇体育館（☎３２－４０００）

●農村公園あぴか（☎３２－５０８１）

広
告

阿蘇ポリス
インフォメーション

A S O  P O L I C E  I N F O R M A T I O N

阿蘇警察署
☎２２‐５１１０

～第３３回全国豊かな海づくり大会～
　１０月２６日土・２７日日に、熊本市、水俣市、
天草市で「第３３回全国豊かな海づくり大会～くま
もと～」が開催されます。
　熊本県警察では、安全で円滑な大会運営のために
会場などの警備を予定しており、大会期間中は熊本
市内及び水俣市内を中心に交通規制を実施予定で
す。
　渋滞緩和と交通規制へのご理解とご協力をお願い
します。
　詳しい交通規制の内容については、今後、県警ホー
ムページなどでお知らせする予定です。

Vol.9

16日�月：労働基準協会ソフトボール大会
25日�水：阿蘇郡市中体連（陸上）
28日�土：九州シニアソフトボール大会（～29日）

9月

��8日�日：�阿蘇内牧温泉ラージボール卓球大会
19日�木：熊本県消防職員9人制バレーボール大会
23日�月：�出張！ふるさとソングショー

9月

��7日 土：�モーモーフェスタ＆第67回阿蘇地
域畜産共進会（みんなの森）

��8日 日：�宮地小運動会
14日 土：�坂梨小運動会・阿蘇中体育大会
15日 日：�古城小運動会
21日 土：�阿蘇小・阿蘇西小・尾ヶ石東部小

運動会
22日�日：第3回ＡＳＯ動物愛護まつり
　　　　（はな阿蘇美、10:00～）
25日�水：田実祭（阿蘇神社）(～26日）

9月

��5日 土：神楽フェスティバル
　　　　（道の駅波野「神楽苑」）（～6日）
　〃　��：�第３回防災講座
　　　　（農村環境改善センター、13:30～）
　〃　��：�阿蘇市民スポーツ大会
　　　　（阿蘇体育館、9:00～）

10月

��5日�土：阿蘇市民スポーツ大会
11日�金：阿蘇地域幼年消防大会
12日�土：阿蘇郡市全九州秋季卓球大会（～13日）

10月

��2日�水：年金者連盟グラウンドゴルフ大会
��5日�土：阿蘇郡市小体連（陸上）
��6日�日：シニアサッカー大会

10月

―　献血は身近にできるボランティア　―
４００ｍＬ献血にご協力ください

●と　き　９月 18日水
　　　　　午前９時 30分～ 11時 30分
　　　　　午後０時 30分～午後４時
●ところ　スーパーみやはら内牧店
●主　催　阿蘇ライオンズクラブ
●問い合わせ　阿蘇市ほけん課　☎ 22-3145
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図書館へ行こう！

[ 問い合わせ ] 阿蘇図書館　 ☎３２－００６７・  一の宮図書館 ☎２２－２９１６

Aso Library News

オススメ図書 新刊案内
あなたの知的好奇心『見たい！知りたい！』を満足させ
るおすすめ本や話題の本などさまざまなジャンルの本を
ご案内します。７月に発表された第１４９回直木賞『ホ
テルローヤル』、芥川賞『爪と目』も入荷しています。

移 動 図 書 館

日 程

阿蘇地区　東コース
９月１０日火・１０月８日火

山田公民館　　　　　　　
　13：35 ～ 13：50
下の原公民館　　　　　　
　14：00 ～ 14：15
西役犬原公民館　　　　　
　14：25 ～ 14：40
竹原公民館　　　　　　　
　14：50 ～ 15：10
猿渡製材所前　　　　　　
　15：20 ～ 15：35
坊中公民館　　　　　　　
　15：40 ～ 16：00
佐伯商会前　　　　　　　
　16：10 ～ 16：25

阿蘇地区　西コース
９月１８日水・１０月１６日水

枳天満宮　　　　　　　　
　14：20 ～ 14：40
赤水駅前　　　　　　　　
　14：50 ～ 15：10
宮本酒店前　　　　　　　
　15：20 ～ 15：40
上の小屋前バス停　　　　
　15：50 ～ 16：10

一の宮地区
９月１９日木・１０月１７日木

波野保健福祉センター　　
　10：40 ～ 11：10
坂梨公民館　　　　　　　
　13：30 ～ 13：50
古城公民館　　　　　　　
　14：00 ～ 14：20

お は な し ア ッ プ ル の
おはなし会

　パネルシアターやエプロンシ
アターなど内容盛りだくさんの
おはなし会です。ぜひ、ご家族
でご来館ください。
●と　き　９月２８日土　
　　　　　午後２時～
●ところ　阿蘇図書館
●参　加　無料

後悔しない生き方とはなにか ? 時代の常識
をことごとく破り、幕末の英雄たちに大き

な影響を与えた天才思想家・吉田松陰が残した
176 の言葉を超訳。現代人の魂に火をつける、
胸に迫る熱い名言が満載。

覚悟の磨き方
超訳吉田松陰時代のすべて

の異端児たちへ
▷池田 貴将編訳

熊本出身の政治学者・姜尚中が、喪失を乗り
越え、ときにやさしく、ときに鋭く、いの

ちのこと、日本のこと、世界のことを綴ったコ
ラム集。『母 ‐ オモニ ‐ 』『心』など人気著作
が多数あり、ファンも多い。

悩むこと生きること
▷姜 尚中著

ぼくのふとんは
うみでできている

前作「オオカミがとぶひ」が、日本絵本大賞を
受賞し、今、注目の絵本作家ミロコマチコの

２作目。ぼくは、波の音にゆられて眠る。海のふ
とんで泳いで、猫のふとんをこねこねして、パン
のふとんはむしゃむしゃむしゃ…。夜の夢と朝の
目覚めの、いったりきたりが楽しい“ふとん”絵本。

▷ミロコマチコ著

自分の身体に耳を澄ませる、自分の事は自分で
解決する、社会とつながる器量を持つ、人の

アドバイスに耳を傾ける…。下重暁子による、器
量よしの老人になるための 43 の提案。

老いの戒め
▷下重 暁子著



離婚・相続・借金・交通事故・土地の境界 etc… ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日１０時～１７時（事前予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１０５０円
・『多重債務』の相談 は 無料 地域の法律事務所として設立された公設事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　関塚 明子（せきづか　あきこ）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

27 広報 あそ
2013.09

広
告

人 権 作 文家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

こ
れ
か
ら
僕
ら
が
す
べ
き
こ
と

波
野
中
学
校
　
三
年
　
入
田
　
直
樹

　
「
直
樹
、
起
き
ろ
。
行
く
ぞ
。
」

と
、
祖
父
か
ら
起
こ
さ
れ
た
。
時
計
を
見

る
と
午
前
三
時
。
外
は
ま
だ
真
っ
暗
で
そ

の
ま
ま
眠
っ
て
い
た
か
っ
た
が
、
僕
は

渋
々
起
き
て
着
替
え
を
す
ま
せ
祖
父
の
車

に
乗
り
込
ん
だ
。
車
に
乗
る
と
僕
は
す
ぐ

に
ま
た
寝
て
し
ま
っ
た
が
、
祖
父
は
一
人

で
ず
っ
と
車
を
運
転
し
て
い
た
。
途
中
、

ふ
と
目
が
覚
め
た
と
き
に
祖
父
に

「
眠
く
ね
ー
と
？
」

と
尋
ね
る
と
、

「
そ
り
ゃ
眠
い
た
い
。
で
も
、
事
故
し
た

ら
終
わ
り
や
け
ん
ね
。
」

と
当
た
り
前
の
よ
う
に
答
え
た
。
も
う

六
十
歳
を
超
え
て
い
る
祖
父
だ
が
、
眠
い

中
で
も
ず
っ
と
運
転
し
て
い
る
の
で
き
つ

そ
う
だ
な
と
思
っ
た
。　
約
一
時
間
半
で

目
的
地
に
着
い
た
。
当
然
、
外
は
ま
だ
暗

い
。
そ
の
日
は
僕
も
一
緒
だ
っ
た
が
、
祖

父
は
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
こ
こ
へ
や
っ
て

来
る
。
そ
う
、
こ
こ
は
熊
本
市
の
植
木
に

あ
る
青
果
市
場
だ
。
祖
父
は
前
日
の
夕
方

に
収
穫
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
、
こ
の
市
場
に

卸
し
て
い
る
。
僕
は
そ
ん
な
祖
父
を
、
い

つ
も
す
ご
い
な
と
思
う
。

　
車
を
降
り
た
僕
と
祖
父
は
、
特
に
会
話

を
す
る
こ
と
も
な
く
、
車
の
荷
台
か
ら
段

ボ
ー
ル
箱
に
入
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
降
ろ
し

た
。
競
り
が
始
ま
る
前
の
市
場
は
物
静
か

で
、
段
ボ
ー
ル
箱
を
置
く
音
だ
け
が
響
い

て
い
た
。
荷
台
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
て
あ
っ

人 権 作 文 平成24年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成24年度時点。

た
キ
ャ
ベ
ツ
箱
だ
っ
た
が
、
二
人
で
降
ろ

し
た
の
で
、
三
十
分
も
か
か
ら
ず
に
荷
下

ろ
し
は
終
わ
っ
た
。

「
直
樹
が
お
る
と
早
え
ー
ば
い
。
と
て
も

助
か
る
。
」

と
祖
父
が
言
っ
た
。
こ
れ
は
、
僕
が
こ
う

し
て
祖
父
の
手
伝
い
に
市
場
に
来
た
と
き

は
毎
回
の
よ
う
に
言
っ
て
く
る
言
葉
だ
。

だ
か
ら
、

「
は
い
、
は
い
。
」

と
、
い
つ
も
の
よ
う
に
そ
の
と
き
は
聞
き

流
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
今
思
え
ば
祖
父
は
最
近
、

「
肩
が
痛
い
」
や
「
き
つ
い
」
な
ど
、
こ

れ
ま
で
は
あ
ま
り
言
わ
な
か
っ
た
よ
う
な

こ
と
を
言
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
う

考
え
る
と
、
僕
が
こ
う
し
て
少
し
で
も
手

伝
う
こ
と
で
、
祖
父
や
祖
母
を
楽
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
な
と
思
う
。

　
帰
り
の
車
の
中
で
、
祖
父
が
、

「
今
日
は
、
何
か
せ
な
ん
と
か
い
？
」

と
聞
い
て
き
た
。

「
宿
題
が
あ
る
け
ど
…
。
う
ん
、
ま
ぁ
少

し
は
い
い
た
い
。
」

と
答
え
た
。
す
る
と
、
祖
父
は
少
し
う
れ

し
そ
う
な
顔
を
し
て
、

「
じ
ゃ
あ
、
今
日
は
、
午
前
中
だ
け
よ
ろ

し
く
な
。
」

と
言
っ
た
。
僕
は
、
宿
題
の
時
間
は
確
保

し
た
い
な
ぁ
と
思
い
つ
つ
、
い
つ
も
の
よ

う
に
手
伝
う
こ
と
に
し
た
。

　
僕
は
こ
れ
か
ら
も
、
時
間
の
許
す
限
り

は
祖
父
や
祖
母
の
農
業
の
手
伝
い
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
将
来
は
農

《
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
》

業
を
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
る
し
、
そ
の

た
め
に
、
地
元
の
農
業
系
の
高
校
へ
進
学

し
て
、
農
業
に
つ
い
て
し
っ
か
り
学
び
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
高
齢
化
が
進
み
、

当
然
農
家
で
も
お
年
寄
り
の
方
が
ま
す
ま

す
多
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
だ
か
ら
、

僕
た
ち
の
よ
う
な
若
い
世
代
が
、
も
っ
と

積
極
的
に
受
け
継
い
で
、
大
切
な
農
業
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。　

こ
の
作
文
は
、直
樹
く
ん
が「
毎

日
の
記
録
」
に
書
い
て
き
て
く
れ

た
あ
る
日
の
出
来
事
を
綴
り
な
お

し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
直
樹

く
ん
の
家
は
キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
を
中

心
と
し
た
農
家
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
苗
植
え
や
収
穫
の
時
期
は
か

な
り
忙
し
く
な
る
そ
う
で
す
。
部

活
動
や
学
校
行
事
な
ど
で
自
分
自

身
が
疲
れ
て
い
た
り
、
忙
し
か
っ

た
り
す
る
中
で
も
、
進
ん
で
農
業

の
手
伝
い
を
し
て
い
る
姿
が
、
直

樹
く
ん
の
「
毎
日
の
記
録
」
に
は

度
々
登
場
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
読
ま
せ
て
も
ら
う
た
び
、
私

自
身
も
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
と
い

う
勇
気
と
元
気
を
分
け
て
も
ら
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
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阿蘇世界文化遺産リレーコラム
～守っていきたいわがまちの景観と人々～

第 12 回 担当：小国町

小国町のほぼ中心、宮原一番街は、小国郷の総
鎮守とされる小国両神社の門前町として古く

から賑わいました。小国郷開拓の祖といわれる高橋
宮、火宮という二柱を祀る両神社の門前で商いをし
ていた露天商たちが、やがてこの地に定住するよう
になり、現在までつづく商人街がかたちづくられて
いきました。
　細川藩の時代には、藩令により杉の挿し木が行わ
れ、これをきっかけに、小国町は木材の一大産地と
して大いに栄えました。宮原一番街には、木材の町
ならではの、太い柱や大きな梁をもつ重厚な町屋が
軒を連ねています。
　 宮 原 一 番 街
は、 歴 史 的 な
町 並 み で あ る
こ と が 認 め ら
れ、 く ま も と
歴町 50 選に選
定されました。

世界遺産こぼれ話��vol.4
豊後街道について

　今回は、国史跡指定を受けた豊後街道につい
て取り上げます。
　豊後街道は、熊本城下から大分県の豊後鶴崎
を結ぶ全長１２４㎞の街道であり、加藤清正な
ど歴代熊本藩主の参勤交代や、中九州における
流通、往来に利用された重要な歴史の道です。
　今回の指定は、豊後街道のうち阿蘇市の二重
峠、狩尾地区、滝室坂、街道沿いに残る的石御
茶屋跡、産山村の弁天坂、境の松坂の計６箇所
です。
　急峻な坂道には、街道整備時に掘りこんだと
思われる「岩坂村（現大津町）つくり」と刻ま
れた石畳や、「水切り」と呼ばれる排水施設な
どがあり、自然環境に対応した先人の知恵を知
ることが出来ます。今回の指定を機に、ぜひ訪
れてみてください。

食改 だより
食生活改善推進員協議会

親
子
で
学
ぶ
食
育
実
習
講
座

食
育
で
、
よ
り
良
い
食
生
活
習
慣
を

　
阿
蘇
市
公
民
館
内
牧
分
館

主
催
の
、
親
子
で
学
ぶ
食
育

実
習
講
座
に
、
食
改
阿
蘇
支

部
が
協
賛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
正
し
い
食
習
慣
を

学
び
、
心
身
と
も
に
健
康
で

賢
い
良
い
子
に
育
て
よ
う
！

と
い
う
目
標
の
も
と
、

①
親
子
で
調
理
実
習

②�

急
須
で
淹
れ
る
日
本
茶
の

お
い
し
い
淹
れ
方
実
習

③�

試
食
後
紙
芝
居
、
食
育
ク

イ
ズ

の
３
項
目
を
実
践
し
ま
し

た
。

　

調
理
実
習
で
は
地
産
地
消

の
食
材
を
使
い
、お
に
ぎ
り
、

ち
く
わ
の
２
色
揚
げ
、
コ
ン

ソ
メ
ジ
ュ
リ
エ
ン
ヌ
、
ミ
ル

ク
も
ち
を
作
り
ま
し
た
。
料

理
が
で
き
た
後
、
日
本
茶
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
瀬
川
さ

ん
よ
り
、
玉
緑
茶
の
入
れ
方

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
煎
目
は
甘
く
、二
煎
、

三
煎
目
と
渋
み
を
増
す
お
茶

の
変
化
を
楽
し
み
な
が
ら
、

作
っ
た
料
理
を
試
食
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
、
楽
し
み
な
が

ら
食
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
思
い
で
、
紙
芝
居
と
食
育

に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
行
い
ま

し
た
。

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
み
な
が
ら
よ
り
良
い
食
生

活
習
慣
に
つ
い
て
学
び
、
健

康
で
よ
い
子
に
育
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
今
後
も
食
育
活

動
を
推
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

商人たちがつくる町並み　宮原一番街

次回のコラムは産山村が担当します 豊後街道の写真などはこちらから↓
http://www.asosekaibunkaisan.com/property/bungo.html



月日曜
日

のんびり広場 すくすく広場 ぴよぴよ広場
●場　所　波野保育園内
●開放日　�月～金曜
●時　間　9:00～14:00
●電　話　２４‐２８００
※お知らせ端末同番号

●場　所　�一の宮子育て支援センター
(りんどう保育園横)

●開放日　�月～土曜
●時　間　8:00～17:00(土は12:00まで)
●電　話　２２‐４５３９
※お知らせ端末同番号

●場　所　�阿蘇市子育て支援センター
（三久保）

●開放日　�月～金曜(第2土曜開所)
●時　間　9:00～17:00
●電　話　３２‐３８４３
※お知らせ端末同番号

９
月

11 水 ぴよぴよミニ運動会（地域交流）

12 木 伝承遊びを楽しもう（おじいちゃ
ん・おばあちゃんと一緒に）

14 土
保育園の運動会に参加しよう
（9：00屋内ゲートボール場集合→
弁当・水筒・タオル持参）

17 火 手作りおもちゃ作り（かざぐるま）

18 水
絵本館「木いちご」で絵本に親し
もう（10：00現地集合→弁当・
水筒・帽子・敷物持参）

誕生会・お話会「アップル」体験
試食会

19 木 救急法講習会（10：00阿蘇
広域消防本部集合） お月見会（団子作りとお話会）

24 火 誕生会・計測日（似顔絵を描こう）

25 水
誕生会・計測日
お月見団子を作ろう（エプロン・
三角巾持参）

親子ふれあい体操（３Ｂ体操指導
者：大塚美和氏）

26 木 散歩へ行こう（10：00集合中通
方面へ→ベビーカー持参）

阿蘇ファミリーパーク「あそ☆ビ
バ」で遊ぼう（10：30現地集合）

10
月

1 火 プログラム作り（ミニ運動会に向
けて準備）

2 水
あそ☆ビバに行こう
（10：30現地集合→弁当・水筒・
帽子・敷物持参）

計測日・おやつ試食会
栄養講座

3 木 ミニ運動会（10：00開始　雨天
時はりんどう保育園ホール）

音楽で遊ぼう（10：30ケアハウ
ス茶寿苑集合）

8 火 染色をしよう（無地のハンカチ・
無地の布を持参）

9 水 親子ビクス（10：30阿蘇市子育
て支援センター集合） 親子ビクス（講師：黒木千代子氏）

10 木 体験保育（9：30宮地保育園集合）
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子育て支援センター情報
市では３カ所の子育て支援センターを開設しています。
どのセンターも自由にご利用いただけます。

9月・10月

各所では育児相談を随時受け付けています。電話相談も可能です。（一の宮子育て支援センターは☎ 22-3850 まで）

要予約

要予約

広
告



各 種 健 診 の 日 程

実 施 予 防 接 種 医 療 機 関 一 覧

休 日 在 宅 医

30

お知らせカレンダー
各 種 相 談 の 日 程

心配ごと相談＜無料＞
　９月１９日木・１０月３日木
　9：30～12：00　阿蘇保健福祉センター
　問い合わせ　阿蘇市社会福祉協議会(☎32-1127)

年金出張相談＜(国民年金・厚生年金)予約制＞
　９月２０日金　10：00～15：00　阿蘇市役所
１０月　２日水　10：00～15：00　農村環境改善センター
　予約先　熊本東年金事務所(☎096-367-2503)

もの忘れ相談＜随時受付・無料＞
　問い合わせ　地域包括支援センター（☎32-5122）
　　　　　　　ほけん課（☎22-3145）

こころの相談＜予約制・無料＞
　９月１０日火　13：30～16：00　阿蘇保健所
　予約先　阿蘇保健所(☎32-0535)

４カ月児健診
　９月１０日火　対象者　H25.4.16～5.15生まれ
　受付：通知に記載　場所：一の宮保健センター

７～８カ月児健診
１０月　１日火　対象者　H25.2月生まれ
　受付：通知に記載　場所：一の宮保健センター

１歳６カ月児健診
　９月２４日火　対象者　H24.1月生まれ
　受付：9:00～9：15　場所:一の宮保健センター

３歳児健診
　９月１７日火　対象者　H22.3月生まれ
　受付：13：00～13：15　場所：一の宮保健センター

　９月　８日
　９月１５日
　９月１６日
　９月２２日
　９月２３日
　９月２９日
１０月　６日

松見内科クリニック
坂梨ハートクリニック
脇胃腸科
たくもと小児科クリニック
栗林内科医院
眼科古嶋医院
家入整形外科

２２－０２６０
２４－６２６２
３２－２５００
３４－２２０２
２４－１０２４
３４－０００８
３２－００４８

※ 阿蘇中央病院夜間診療：毎週金曜19時～21時。

もうすぐ１歳児健診
　９月１０日火　対象者　H24.10月生まれ
　受付：13：15～13：30　場所：一の宮保健センター

登記相談（売買・贈与・相続等）＜無料＞
　９月１９日木　10：30～15：00　内牧支所
　問い合わせ　熊本地方法務局(☎096-364-2145)

広報 あそ
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熊本県弁護士会法律相談＜予約制・有料＞
毎週金曜日※年末年始、祝祭日を除く
　13:00～16:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県弁護士会(☎096-325-0009)

熊本県司法書士会総合相談＜予約制・有料＞
毎週水曜日※年末年始、祝祭日を除く
　17:00～20:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県司法書士会（☎096-364-2890）

医療機関名 電話番号 ヒブ 小児用
肺炎球菌 ＢＣＧ

不活化
ポリオ

三種
混合

四種
混合

麻しん
風しん

日本
脳炎

二種
混合

子宮
頸がん

古閑医院 ☎２２－３０００ ● ● ●
松見内科クリニック ☎２２－０２６０ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
市原胃腸科外科 ☎３４－１２１１ ● ●
脇胃腸科 ☎３２－２５００ ● ●
小野主生医院 ☎３２－００３９ ● ● ● ● ●
問端内科 ☎３２－０１０２ ● ●
家入整形外科 ☎３２－００４８ ● ●
阿蘇温泉病院　 ☎３２－０８８１ ● ● ●
坂梨ハートクリニック ☎２４－６２６２ ● ●
たくもと小児科クリニック ☎３４－２２０２ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
栗林内科医院 ☎２４－１０２４ ● ● ●
阿蘇中央病院　小児科 ☎３４－０３１１ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
波野診療所 ☎２４－２２０３ ● ● ●
※予防接種の対象者については、各予防接種に応じて個別通知や本誌紙面などで定期的にご案内します。
※予約制ですので、必ず事前に電話予約をしてください。また、受診の際は母子健康手帳と問診票をご持参ください。

【問い合わせ　一の宮保健センター　☎２２ ‐ ５０８８　お知らせ端末５５ ‐ ５０８８】

消費生活相談＜無料＞
　９月１８日水・１０月２日水
　10:00～15:00　内牧支所
　問い合わせ　阿蘇市消費生活センター(☎22-3364)



お 慶 び と ご 寄 付
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赤ちゃん 誕生日(行政区) パパ・ママ
篠田　晟

せいゆう
佑くん

青木　遥
は る か

華ちゃん

島田　碧
あ い ね

音ちゃん

髙橋　柚
ゆ の

乃ちゃん

鳥江 槙
し ん の す け

之介くん

米村　瑠
る い

依ちゃん

倉岡　大
た い が

河くん

橋本　青
せ い ら

空くん

家入　結
ゆい

ちゃん

道口　茉
ま お

和ちゃん

永富　惇
じゅんせい

誠くん

藤原　七
な な せ

星くん

北里　空
く う と

翔くん

後藤　聖
せ な

奈ちゃん

内村　航
こうだい

大くん

井　　竜
りゅうま

真くん

清原　一
か ず ま

真くん

林田　倖
こ の あ

愛ちゃん

岩下　璃
り の

音ちゃん

中川 優
ゆ い と

唯斗くん

宮本　一
い っ き

輝くん

興梠　七
な な み

美ちゃん

上島　美
み こ と

琴ちゃん

村上　黄
こうりゅう

龍くん

6月21日

6月21日

6月23日

6月26日

6月27日

6月29日

7 月 1 日

7 月 3 日

7 月 4 日

7 月 4 日

7 月 6 日

7 月 7 日

7月10日

7月10日

7月11日

7月12日

7月14日

7月16日

7月16日

7月17日

7月17日

7月21日

7月22日

7月25日

( 分 2 区 )

( 分 2 区 )

( 黒 流 町 )

( 分 2 区 )

(狩尾1区)

( 小 里 )

( 北 2 区 )

( 永 草 )

(上西黒川)

( 西 1 区 )

(狩尾1区)

( 東 黒 川 )

( 下 の 原 )

( 横 堀 )

(狩尾2区)

(古神2区)

( 分 3 区 )

( 赤 水 )

( 西 町 )

( 成 川 )

( 南 黒 川 )

( 小 地 野 )

( 永 草 )

( 分 2 区 )

朋 広

利 成

博 幸

朗

太 介

康 輝

雄 誠

崇

健太郎

和 人

康 寛

知 行

博 輝

整

準

真太郎

隼 人

祐 樹

和 馬

貴 晴

武 流

隆

良 太

友 一

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

美 樹

由 起

純 子

千 奈

美 加

歩

美 咲

晶 子

綾

真 由

悠美子

果 林

桃 子

理 沙

直 子

瑞 紀

美 咲

李 奈

真里奈

和 美

あい子

古乃美

茜

寿 子

社会福祉協議会への寄付については、ご依頼があった
分を掲載しています。詳しくは、阿蘇市社会福祉協議
会（☎３２－１１２７）へお尋ね下さい。

佐伯　十三子
井　末年
志賀　幸子
和田　一雄
山本　政雄
江藤　ミワ子
市原　ユワ子

(古神3区)
( 下 町 )
(古城4区)
(内牧2区)
( 南 宮 原 )
( 湯 浦 )
( 山 田 )

井島　ヒデヨ
山本　哲郎
竹原　久子
山﨑　トネ
田島　ミツエ
下村　久子

( 今 町 )
( 西 町 )
( 蔵 原 )
( 乙 姫 )
( 赤 水 )
(狩尾2区)

赤ちゃんおめでとう
（7月31日受付分まで）

氏名（行政区）

結婚おめでとう
（7月31日受付分まで）

氏名（行政区）
久保　力也 
仁田水　晴奈
津留　隆将 
江藤　愛
佐渡　由起 
河津　あゆみ
山本　倫大 
上野　愛沙美

( 東 1 区 )

(古城1区)

( 小 里 )

( 新 村 )

中山　真一 
佐藤　まどか
山田　安範 
柴尾　弥生
中村　航大 
山本　葉月

( 西 町 )

( 乙 姫 )

( 永 草 )

米寿おめでとう
（大正14年8月生まれ）

ご寄付ありがとうございます
（7月31日受付分まで）

【阿蘇市社会福祉協議会】
■香典返し

寄付者 （行政区） 物故者続柄
木村　久人

小野　初雄

藤木　ミナ子

釣井　ゆみ子

本田　秀昭

衛藤　武夫

岩下　典子

渡邉　ソヨ子

坂本　マスエ

古閑　オチカ

柴田　ノブ子

森川　ふき子

下村　キン子

西田　ケサモ

藤田　トヨ子

岩永　恭子

宍戸　義一

田代　財三

( 北 2 区 )

( 西 2 区 )

(古神1区)

( 分 1 区 )

( 塩 塚 )

( 西 仲 町 )

(古城1区)

(古城5の2区)

(内牧5区)

( 成 川 )

( 小 里 )

( 西 小 園 )

( 宇 土 )

(小野田町)

( 赤 水 )

(狩尾2区)

( 的 石 )

( 赤 仁 田 )

フサヱ

トキ

準次

勇

千秋

チエ子

カオリ

守義

武

久次

支孝

吉田 芳春

邦朋

彰

キヌヱ

富美子

マスエ

ヒサ子

亡母

亡母

亡夫

亡父

亡父

亡妻

亡義母

亡夫

亡夫

亡夫

亡夫

亡父

亡夫

亡夫

亡母

亡母

亡母

亡母

※ 

本
ペ
ー
ジ
内
の
氏
名
は
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。（
希
望
者
の
み
掲
載
）　　
※
今
月
の
「
阿
蘇
ん
子
ト
ー
ク
！
」
は
お
休
み
し
ま
す
。

氏名（行政区） 氏名（行政区）
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ミョウガの風味が涼やかな
ミョウガとナスのなめたけ和え

平田　麻
ま い

衣さん（26歳）　行政区：乙姫
　ホテルサンクラウン大阿蘇�勤務�

FRESH  MAN

Data
●エネルギー�120kcal　●たんぱく質�7.0ｇ　
●脂 質�2.0ｇ　●カルシウム�81mg　●塩分�1.0ｇ

食生活改善推進員協議会

材　料（４人分）
●豆腐�400g　　●ミョウガ�120g
●ナス�400g　　●カイワレダイコン�30g
●ナメタケ�140g
●小ネギ�40g　　●ミニトマト�12 個（1人 3個）

作り方
❶�ミョウガは、洗った後さっと熱湯をかけ、縦半分
に切り、千切りにする。
❷�ナスは皮をむき１本ずつラップで包み、電子レン
ジ（６００ｗ）で１０分加熱する。その後、ラッ
プをはずさず数秒水につけ冷まし、５cmの長さ
に切り、食べやすい大きさになるくらいまで、縦
に何度か包丁を入れる。
❸�カイワレダイコンを半分の長さに切る。
❹�小ネギを小口切りにする。
❺�①～④をボールに入れ、ナメタケで和えたら、食
べる直前まで冷やしておく。
❻⑤を冷奴にのせ、ミニトマトを添えて出来上がり。

地

産地消

C ooking!

さわやか

〔趣味〕料理　〔好きな言葉〕ありがとう
〔好きな男性のタイプ〕
　やさしい人、一緒にいて落ち着く人　
〔�阿蘇の好きなところ〕
　自然が豊かで景色がきれいなところ

Ｑ．仕事の内容　
　ホテルサービス全般
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること　
　お客さまの前では常に笑顔でいること

阿蘇市役所公式フェイスブック 阿 蘇 の 魅 力 が 満 載！

　健康な成人の体を良い状態に保つ野菜の量は
1日 350g です（芋や大豆は除く）。今回の料
理では野菜を 1人 190g 使っています。1日の
中で、そこにおひたしなど小鉢を 3皿（1皿約
70g）加えると、350g 摂ることができます。
阿蘇は四季折々の野菜が豊富に取れます。季節
の味を楽しみながらビタミンや食物繊維などを
とることができる、すばらしい環境が整ってい
るのですね。


